
自

第
一

コーニ

ヰ主

寺

院
自

神
社

• 

人
見
神
社
(
妙
見
社)

人
見
神
社
は 、

地
元
の
人
々
は
も
と
よ
り、

旧
一

七
ヵ

村
の
氏
神
と
し
て
妙
見
様
と
呼
ば
れ 、

古
来

よ
り

崇
敬
さ
れ
て
い
る 。

社
伝
に
よ
る
と 、

や
ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

日

本

武

尊
が
東
征
の
と
き
に 、

お
と
た
ち
ば
ひ
め
の
み
こ
と

妃
弟

橘

姫

命
が
海
中
に
身
を

大
和
時
代、

投
ぜ
ら
れ
て
海
を
鎮
め
ら
れ 、

無
事
に
渡
海
さ
れ
た
話
は
よ
く
知
ら
れ 、

武
尊
が
妙
見
山
頂
に
て 、

き
妃
を
偲
ん
で
悲
し
ま
れ 、
「
不
斗
見
そ
ら
し

給
う

」

に
よ
り、

こ
れ
が
人
見
に
な
っ

た
と
伝
え
ら
れ

て
い
る 。

そ
の
後
に
妙
見
大
菩
薩
が
杷
ら
れ
た
の
で 、

本
尊
の
「
人
の
善
悪
を
よ
く
見
る
妙
見」

か
ら

人
見
の
地
名
が
起
き
た
と
も
言
わ
れ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
に
伝
承
の
あ
る
山
は 、

獅
子
の
顔
に
似
て
い

る
と
こ
ろ
か
ら
獅
子
頭
山
と
も
い
い 、

ま
た
は
妙
見
山
で
あ
っ

た
が 、

今
は
人
見
山
と
称
し
て
い
る 。

こ
の
人
見
山
は 、

東
京
湾
か
ら
よ
く
見
え
て 、

船
の
航
海
を
は
じ
め
漁
業
の
盛
ん
な
こ
ろ
(
埋
立
前)

は 、

漁
場
の
目
標
(
山
を
た
て
る
と
言
う)

と
し
て 、

ま
た 、

海
の
安
全
と
大
漁
を
祈
願
し
て 、

広
く

信
仰
さ
れ
て
き
た 。

現
在 、

人
見
神
社
と
称
し
て
い
る
が 、

明
治
七
年
ま
で
の
長
い
歴
史
の
な
か
で
は
妙
見
社
と
呼
ん
で

い
た 。

由
来
に
つ
い
て
は
い
つ
ご
ろ
の
創
社
か
わ
か
ら
な
い
が 、

妙
見
社
も 、

妙
見
堂 、

妙
見
宮
と
も

は
く
ち

い
わ
れ
て
い
た
と
い
う 。

青
蓮
寺
の
妙
見
縁
起
に
よ
る
と 、

古
く
は
三
七
代
孝
徳
天
皇
の
御
代、

白
雑

が
ん
こ
う
じ
ゅ
っ

元
庚
戊
の
年
(
六
五
O 、

飛
鳥
時
代
の
後) 、

日
向
国
よ
り

妙
見
大
菩
薩
を
勧
請
し
て
杷
ら
れ
た
と
伝

ぇ 、

ま
た
治
承
四
年
(
一
一

八
O) 、

源
頼
朝
が
源
氏
再
興
の
旗
を
上
げ
石
橋
山
で
戦
っ

た
が 、

な
こ
の

【
人
見
神
社
神
職】

宮崎政之助
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戦
に
敗
れ 、

房
総
の
地
に
逃
れ
よ
う
と 、

土
肥 、

真
鶴 、

六
浦
の
海
を
渡
ろ
う
と
し
た
と
き
に 、

風
波

が
は
げ
し
く
難
儀
の
折
に 、

海
に
秀
で
た
妙
見
山
を
見
て 、

妙
見
大
菩
薩
の
加
護
を
祈
っ

た
と
い
う 。

無
事
に
房
州
の
竜
島
に
着
船
し 、

兵
を
従
え
つ
つ
安
房
・

上
総
と
通
っ

て
人
見
の
妙
見
社
に
参
詣
し 、

源
家
再
興
の
祈
願
を
し
た
と
記
し
て
あ
る 。

ま
た
伝
説
に
よ
る
と 、

年
代
不
詳
で
あ
る
が 、

昔 、

大
堀

の
地
に
僅
か
二
戸
し
か
な
か
っ

た
こ
ろ 、

こ
れ
を
太
右
衛
門
・

市
右
衛
門
と
い
い 、

あ
る
日 、

太
右
衛

くさむら

門
が
広
野
に
草
を
刈
っ

て
い
る
と 、

草
叢
に
妙
見
の
尊
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る
の
を
発
見
し 、

家
に
帰

っ
て
市
右
衛
門
と
相
談
し 、

人
見
山
の
山
嶺
に
柁
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る 。
こ

れ
を
「
妙
見
隠
し

」

と

い
っ

て 、

今
に
伝
わ
っ

て
い
る 。

妙
見
社
に
杷
つ

で
あ
っ

た
本
尊 、

妙
見
大
菩
薩
(
今
は
観
音
堂
に
杷
る)

は
北
辰
尊
王
と
も
呼
ん
で

い
る 。

北
辰
と
は 、

北
極
星
を
神
格
化
し
た
も
の
で 、

国
土
を
擁
護
し 、

災
害
を
滅
除
し
て 、

人
々
に

福
寿
を
増
し
て
く
れ
る
菩
薩
で
あ
る
と
い
い 、

ま
た 、

武
の
神
と
し
て
も
知
ら
れ 、

普
通 、

妙
見
の
形

かっちゅう

た
い
て
い
甲
胃
を
身
に
付
け 、

剣
を
帯
び
て 、

白
蛇
を
腹
に
ま
と
っ

て
霊
亀
に
上
乗
し 、

北
斗

像
は 、

七
星
を
丸
い
光
背
に
配
し
て
作
ら
れ
て
い
る 。
こ

の
妙
見
大
菩
薩
を
深
く
信
仰
し 、
一

門
の
守
護
神 、

武
門
の
神
と
し
て
杷
っ

た
の
は 、

平
安
時
代
の
武
将
平
良
文
(
千
葉
氏
祖)

で
あ
る 。

良
文
は
五
O
代

桓
武
天
皇
の
皇
子 、

高
望
王
(
恒
武
平
氏
の
祖)

の
子
で 、

仁
和
二
年
(
八
八
六)

三
月
に
生
ま
れ
た

と
い
わ
れ 、

天
性
よ
く
器
量
も
抜
群
で
あ
っ

た
の
で 、

文
教
を
も
っ

て
民
を
治
め
た
人
で
あ
っ

た
と
い

ぅ 。

延
長
元
年
(
九
二
三)
一

月 、

東
国
へ
下
っ

て
来
て
後 、

叔
父
の
平
国
香
が
乱
を
起
こ
し 、

こ
れ

を
平
定
す
べ
く
良
文
は
戦
っ

た
が 、

非
常
に
苦
戦
し
た
と
伝
え
ら
れ 、

そ
の
と
き
に
今
の
群
馬
県
花
園

村
の
染
谷
川
で 、

妙
見
大
菩
薩
が
姿
を
現
わ
し 、

化
身
と
な
っ

て 、

良
文
の
危
難
を
救
っ

て
く
れ
た 。

こ
の
こ
と
か
ら
良
文
は
妙
見
大
菩
薩
を
花
園
村
よ
り

勧
請
し 、

秩
父
郡
大
宮
に
妙
見
の
洞
堂
を
建
て
て

亀
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ロい
っ
こ。

-
市 ，
ナー

や
が
て
良
文
は 、

鎌
倉
郡
(
藤
沢
市
内)

村
岡
の
地
を
領
し 、

」
の
地
に
も
大
宮
か
ら
妙
見
を
移
し

ロい
っ
こ守道
、

手
巾

ナJ
，刀

そ
の
年
代
は
明
ら
か
で
な
い 。

こ
の
よ
う
に
し
て
良
文
は 、

天
慶
二
年
(
九
三
九)

陸
奥
守 、

鎮
守
府
将
軍
と
な
っ

た
が 。

甥
で
あ
っ

た
平
将
門
が
乱
を
起
こ
し
た 。

天
慶
の
乱
の
後 、

将

門
の
旧
領
を
賜
り、

上
総
・

下
総
・

常
陸
介
と
な
っ

て 、

こ
の
地
を
復
興
し
た o

，F

 

ま
た
の
名
を
村
岡
次
郎
と
い
い 、

二
二
歳
の
と
き
に
父
を
失
っ

た 。

延

良
文
の
子
で
あ
る
忠
頼
は 、

長
八
年
(
九
三
O)

千
葉
郷
に
生
ま
れ
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る 。

父
亡
き
後
は 、

領
の
民
治
に
よ
く
努

め
た
と
い
う 。

上
総
介
に
任
ぜ
ら
れ
る
と 、

父
良
文
の-
柑
っ

た
妙
見
を 、

村
岡
の
地
よ
り

人
見
に
移
し

杷
っ

た
の
で
あ
る 。

ま
た
千
葉
氏
は
妙
見
様
を
崇
拝
し
て
い
た
の
で 、

千
葉
氏
が
国
司
に
任
ぜ
ら
れ
る

と 、

そ
の
地
に
妙
見
を
杷
っ

て
い
る 。

千
葉
大
系
図
に
よ
る
と
忠
頼
の
後
年
と
あ
る 。

天
禄
元
年
(
九

七
O)

ご
ろ
で
あ
っ

た
と
い
い 、

青
蓮
寺
を
別
当
職
と
し
た
と
記
さ
れ
て
い
る 。

大
治
元
年
(
一
一

二
六)

、

千
葉
常
重
が
猪
鼻
に
域
館
を
築
き
千
葉
に
入
る
と 、

天
皇
の
勅
願
所
と

し
て
知
ら
れ
て
い
た
千
葉
神
社
の
前
身 、

北
斗
山
金
剛
授
寺
に
妙
見
を
勧
請
し
た 。

こ
の
よ
う
に
千
葉

一

門
は
先
祖
代
々
妙
見
の
加
護
を
誇
り、

家
紋
も
月
星 、

九
曜 、

八
曜
な
ど
妙
見
の
シ
ン
ボ
ル
マ
l
ク

を
用
い
て
い
る 。

千
葉
氏
の
常
胤
の
時
代
に
は
頼
朝
の
源
家
再
興
の
挙
兵
を
助
け 、

以
来 、

鎌
倉
幕
府

に
お
い
て
重
く
用
い
ら
れ
た
の
を
契
機
に
両
総
(
上
総
・

下
総)

に
千
葉
妙
見
を
勧
請
し 、

や
が
て
二

総
六
妙
見
と
い
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た 。

人
見
神
社
も 、

こ
の
な
か
の
一

つ
と
い
わ
れ 、

」
の
妙
見
か

ら
わ
か
れ
た
妙
見
社
は
二
O
O
余
社
も
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る 。

し
た
が
っ

て
千
葉
神
社 、

久
留
里
神

社
等
の
祭
礼
は
同
じ
日
に
行
な
わ
れ
て
い
る 。

天
正
一

九
年
(
一

五
九
一
)

に
は 、

徳
川
家
康
が
青
蓮
寺
に
五
石
の
領
地
を
与
え 、

朱
印
の
証
を
授 t工

a・
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元
禄
四
年
(
一

六
九

ご 、

御
神
万
と
し
て 、

小
笠
原
彦
太
夫
長
住
が
妙
見

宮
に
大
万
一

振
を
献
納
し
て
お
り、

爾
来 、

例
祭
に
は
幣
吊
を
捧
げ 、

代
理
を
参
拝
さ
せ
て
い
る 。

与
し
て
い
る 。

そ
の
後 、

寛
政
九
年

二
一
月
二
二
日 、

領
主
小
笠
原
兵
庫
と
氏
子
の
浄
財
に
よ
っ

て 、

立
派
な
春
日
造
り
の
社

殿
が
造
営
さ
れ
た 。

現
在
の
社
殿
の
前
の
社
殿
で
あ
っ

て 、

当
時 、

江
戸
文
化
の
粋
を
集
め
て
造
っ

た

一

五
O
点
余
の
組
物 、

彫
刻
は
近
在
の
社
寺
に
な
い 、

見
事
な
も
の
で
あ
っ

た 。

ま
た 、

内
陣
に
は
妙

見
信
仰
の
対
象
で
あ
る
使
亀
の
彫
刻
が
置
か
れ
て
い
る 。

そ
の
せ
い
も
あ
っ

て
神
輿
の
中
に
は
亀
が
肥

ら
れ
て
い
て 、

祭
り
の
日
に
神
が
乗
ら
れ
る
と
い
う 。

明
治
に
入
る
と 、

日
本
も
世
界
の
列
国
に
お
く
れ
ま
い
と
し
て
努
力
し 、

維
新
の
夜
明
け
と
な
っ

た 。

そ
れ
は
王
政
復
古
で
あ
り、

宗
教
も
国
家
神
道
(
天
皇
を
中
心
と
す
る)

を
目
途
せ
し
た 。

こ
の
た
め

に
神
仏
混
構
は
ま
か
り
な
ら
ん
と
の
太
政
官
命
令
が
あ
っ

て 、

明
治
六
年
に
人
見
妙
見
も
人
見
神
社
と ，

名
称
を
変
え
て
い
る 。

な
が
く
杷
ら
れ
て
い
た
妙
見
大
菩
薩
も
役
員
協
議
の
上 、

止
む
な
く
観
音
堂
に
一

時J

移
し
て
お
こ

う
と
い
う
こ
と
に
な
り、

そ
の
ま
ま
現
在
に
至
っ

て
い
る 。

同
時
に
千
葉
県
下
の
千
葉
一

族
が 、

代
々

信
仰
し
て
き
た
各
妙
見
も 、

他
の
仏
神
と
共
に
同
様
の
運
命
を
辿
っ

た
の
で
あ
る 。

あ
め
の
み
な
か
由
し
の
か
み

た

か
み

む

ず
び

の

か

み

か
ん
む
す
び
の
か
み

天
御
中
主
神 、

高
皇
産
霊
神 、

神
産
霊
神
を
祭
神
と
し
て
い
る 。

以
後 、

人
見
神
社

と
し
て
は 、

明
治
・

大
正
・

昭
和
と 、

日
本
の
宗
教
は
国
家
神
道
を
中
心
と
し
て
歩
い
た
が 、

太
平
洋
戦
争
の
敗

北
に
よ
っ

て 、

平
和
憲
法
の
下
に
真
の
民
主
々
義
国
家
と
な
り、

宗
教
も
自
由
と
な
っ

た 。

人
見
山
の
頂
上
あ
た
り
は 、

終
戦
前
ま
で
軍
の
要
塞
地
帯
と
し
て 、

区
域
内
は
写
真
の
撮
影
は
固
く

禁
止
さ
れ
て
い
た 。

現
在 、

建
て
ら
れ
て
い
る
埋
立
記
念
碑
の
地
(
西
鼻
と
い
う)

に
は 、

航
空
標
識

と
し
て
高
さ
三
0
メ
ー
ト

ル
ぐ
ら
い
の
鉄
骨
の
塔
が
立
て
ら
れ
て
い
た
が 、

老
朽
化
し
た
の
で 、

戦
後
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間
も
な
く

撤
去
さ
れ
た 。

朝
鮮
動
乱
が
お
こ
り、

日
本
が
金
へ
ン
景
気
に
沸
い
た
こ
ろ 、

人
見
神
社
は
被
害
を
蒙
っ

て
い
る 。

す
な
わ
ち
社
殿
の
屋
根
が
銅
ぶ
き
で
あ
っ

た
こ
と
か
ら 、

心
な
き
者
が
こ
れ
を
剥
が
し
て
は
持
去
る
の

で 、

こ
の
対
策
に
役
員
は
苦
労
さ
せ
ら
れ
た 。

昭
和
三
六
年
以
降 、

人
見
・

大
和
田
・

坂
田
と
近
代
工
業
化
に
よ
っ

て 、

町
も
一

変
し
て
い
っ

た 。

昭
和
四
五
年
四
月
九
日
未
明
に 、
一

人
の
不
浪
者
の
火
の
不
始
末
に
よ
っ

て 、

社
殿
・

社
務
所
・

末
社

五
社
等 、

全
焼
し
て
し
ま
っ

た
の
で
あ
る 。

誠
に
悲
し
む
べ
き
災
難
で
あ
り、

貴
重
な
文
化
財
で
あ
っ

た
彫
刻
の
焼
失
は
誠
に
残
念
で
あ
る 。

翌
四
六
年
一

月
に
再
建
委
員
会
(
委
員
長

守
彰
三)

が
組
織

さ
れ 、

こ
の
再
建
資
金
と
し
て 、

神
社
所
有
山
林
を
町
に
二 、

五
O
O
万
円
で
売
却
し 、

さ
ら
に
氏
子

一

般
特
志
寄
付
金
一

、

五
O
O
万
円
の
浄
財
が
寄
せ
ら
れ 、

工
費 、

そ
の
他
併
せ
て
五、

0
0
0
万

円
で
社
殿 、

社
務
所 、

鳥
居
等
が
再
建
さ
れ
た 。

こ
の
よ
う
に
再
建
さ
れ
た
人
見
神
社
は 、

氏
子
を
初

め
近
在
の
人
々 、

企
業
の
守
り

神
と
し
て
崇
敬
さ
れ 、

正
月
の
三
ヵ

日
に
は
お
参
り
の
人
た
ち
に
よ
っ

て 、

境
内
が
埋
め
つ
く
さ
れ
る
ほ
ど
に
賑
わ
っ

て
い
る 。

. 
人
見
神
社
の
手
水
石

ち
ょ

う
ず
L
L

社
寺
の
境
内
や 、

門
前
に
は
た
い
て
い
手
水
石
(
手
洗
鉢)

が
あ
る 。

こ
れ
は
な
か
の
水
で 、

身
と

心
を
清
め
て
お
参
り
を
す
る
よ
う
に
と
置
か
れ
て
い
る
も
の
ぜ
あ
る 。

人
見
神
社
に
は
い
く
つ
か
の
手
水
石
が
あ
る
が 、
観
音
堂
の
裏
参
道
の
入
口
に
あ
る
古
い
手
水
石
は 、

延
宝
三
乙
卯
五
月
吉
田
(
一

六
七
五)

と
あ
る
か
ら 、

今
か
ら
=
二

O
年
前
の
も
の
で
あ
る 。

寄
進
者

と
し
て
人
見
村
守
八
郎
右
衛
門
外
三
名
の
人
名
が
刻
ま
れ
て
い
る 。

焼失前の人見神社
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神
社
の
大
鳥
居
下
の
石
段
の
処
に
も
大
き
な
手
水
石
が
あ
る 。

石
の
表
に
は
奉
献
御
賓
前
と
あ
り、

みの

(
欠
損)

一
一

月
吉
日 、

願
主
小
川
圧
助 、

蓑
和
田
口
口
口」

と
刻
ま
れ

横
に
「
寛
政
八
丙
辰
年
(
一

七
九
六)

て
い
る 。

一
人
々
が
神
仏
を
敬
信
し 、

広
く
信
仰
し
て
き
た
の
が
偲
ば
れ
る 。

大
鳥
居、

狛
犬
他

人
見
神
社
の
大
鳥
居
は 、

昭
和
四
六
年
に
社
殿
と
共
に 、

再
建
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
の
も
の
で

あ
る
が 、

こ
の
以
前
の
大
鳥
居
は
桧
材
の
神
明
造
り
の
立
派
な
も
の
で
あ
っ

た 。

昭
和

二
ハ
年
ご
ろ
に 、

二
間
塚
の
古
宮
恒
夫
が
奉
納
し
た
も
の
で
あ
る 。

今
の
大
鳥
居
の
左
側
に
置
か
れ
て
い
る
二
つ
の
大
き

な
石
が
こ
の
台
石
で 、

当
時
を
偲
ぶ
こ
と
が
で
き
る 。

こ
の
石
は 、

古
い
鳥
居
に
も
用
い
た
も
の
で 、

い
つ
ご
ろ
の
石
か
わ
か
ら
な
い

。

古
宮
氏
の
奉
納
さ
れ
た
大
鳥
居
も 、

三
O
年
余
の
年
月
の
問 、

銅
板

を
巻
い
た
り
し
て
延
命
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る 。

再
建
の
と
き
に
こ
の
大
鳥
居
は
製
材
さ
れ 、

人
見
神

社
の
内
陣
に
あ
る
三
宝
(
供
物
台) 、

社
務
所
の
机
等
に
再
利
用
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

神
社
下
の
石

垣
も
古
宮
氏
の
寄
進
で
あ
る

。

神
社
の
山
頂
に
あ
る
鳥
居
は 、

昭
和
五
八
年
に
君
津
製
織
所
が 、

社
内
安
全
を
祈
願
し
て
奉
納
し
た

も
の

r
あ
る 。

こ
ま
L
由

こ
の
鳥
居
の
両
側
に
は
狛
犬
が
向
い
合
っ

て
置
か
れ
て
い
る 。

ラ
イ
オ
ン
に
似
た
こ
の
獣
像
は 、

昔 、

高
麗
の
国
か
ら
渡
来
し
た
と
い
い 、

威
厳
を
添
え
る
と
共
に
魔
除
け
と
さ
れ
た
像
で
あ
っ

て 、
「
文
化

紀
元
子
孟
秋
之
吉 、

人
見
村」

と
刻
さ
れ
て
い
る 。

社
殿
の
横
の
末
社
五
社
の
前
に
は 、

こ
の
石
像
の

も
の
よ
り
古
い
狛
犬
が
あ
る
が 、

台
の
下
が
欠
損
し
て
い
て
年
代
は
定
か
で
な
い 。

社
殿
の
前
に
あ
る
一

対
の
大
き
な
灯
篭
は 、

大
正
二
年
に
二
間
塚
の
斉
藤
杢
衛
門
に
よ
っ

て
奉
納
金

山頂の大鳥居=人見神社
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三
O
円
と
と
も
に
寄
進
さ
れ
た
も
の
で 、

信
仰
心
の
厚
か
っ

た
こ
と
が
わ
か
る 。

境
内
の
南
端
に
も
大

き
な
灯
篭
が
一

本
立
っ

て
い
る
が 、

こ
れ
は
大
正

二一
年
の
震
災
の
と
き
に
倒
壊
し
た
の
で 、

前
の
灯

篭
を
模
し
て
作
ら
れ
た
と
い
う 。

こ
の
横
に
倒
れ
た
灯
篭
の
一

部
が
置
か
れ
て
い
る
が 、

か
な
り
の
古

い
灯
篭
だ
と
伝
え
ら
れ
て
い
る 。

こ
の
灯
篭
は
春
日
灯
篭
で
あ
り、

笠
は
小
さ
く 、

丈
高
く 、

火
袋
は
六
角 、

二
方
に
雌
雄
の
鹿
を
刻

み
二
方
に
雲
形
に
日
月
を
浮
彫
り
に
し
た
特
徴
の
あ
る
灯
篭
で
あ
る 。

社
般
の
前
に
石
像
が
あ
り、

神
を
守
る
よ
う
に
坐
し
た
石
造
り
の
人
物
像
が
あ
る 。
こ
れ
は
右
大
臣 、

左
大
臣
だ
と
い
う 。

仁
王
尊
と
仁
王
門

人
見
神
社
の
大
鳥
居
の
参
道
を
登
っ

た
処
に
金
万
比
羅
神
社
が
あ
り、

同
神
社
の
前
に
大
正
坂
修
理

記
念
碑
が
建
立
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
所
に
立
派
な
仁
王
尊
(
様)

と
仁
王
門
が
建
て
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
る
が 、

明
治
四
三
年
の
大
暴
風
雨
に
よ
る
が
け
崩
れ
で 、

惜
し
く
も
全
壊
し
て
し
ま
っ

た 。

仁
王
門
は
社
寺
の
円
で
あ
っ

て 、

左
右
に
は
形
相
す
さ
ま
じ
い
一

対
の
金
剛
力
士
が
安 ，
置
さ
れ
て
い

る 。こ
の
仁
王
様
は
人
見
山
に
杷
っ

て
あ
る
妙
見
大
菩
薩
の
守
護
神
で
あ
る 。

仁
王
様
の
御
身
体
は
一

丈
(
約
三
メ
ー
ト

ル
)

で 、

体
内
民
「
寛
文
七
年
八
月
(
一

六
六
七)

武
州

豊
島
乃
産 、

江
戸
中
橋
桶
町
の
住
居
助
右
門 、

清
右
門
の
作」

と
記
さ
れ
て
い
る 。

世
は
徳
川
四
代
将

軍
家
綱
の
こ
ろ
で
あ
る 。

長
ら
く
仁
王
様
の
一

部
が
庫
裡
の
中
天
井
に
あ
っ

た
が 、

現
在
は
市
の
教
育

委
員
会
で
保
存
し
て
い
る 。

狛犬=人見神社
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観
音
堂
と
十
一

面
観
世
音
菩
薩

観
音
様
と
呼
ん
で 、

古
く
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
る
観
世
音
菩
薩
は 、

大
慈
大
悲
(
仏
の
広
大
な
慈
悲)

で
衆
生
を
救
う
の
を
本
願
と
し
て
い
る 。

ま
た 、

観
世
音
と
称
し 、

六
観
音 、

三
三
観
音 、

千
手
観
音 、

十
一

面
観
音 、

馬
頭
観
音
等
が
あ
っ

て 、

そ
の
も
と
は
正
(
聖)

観
音
で
あ
る
と
い
う 。

人
見
神
社
の
右
に
建
立
し
て
あ
る
観
音
堂
に 、

本
尊
と
し
て
杷
つ

で
あ
る
十
一

面
観
世
音
菩
薩
が
あ

る 。

青
蓮
寺
の
『
妙
見
縁
起』

に
は 、

奈
良
時
代
の
名
僧
で
あ
っ

た
行
基
(
六
六
八
l

七
四
九)
が
諸

国
を
巡
遊
し
た
折 、

こ
の
地
に
き
て
彫
造
し
て
柁
っ

た
も
の
と
伝
え
て
い
る 。

近
在
の
寺
院
に
も
行
基

の
作
っ

た
仏
像
が
い
く
つ
か
あ
っ

て 、

寺
伝
に
記
さ
れ
て
い
る
と
い
う 。

ま
た
『
君
津
町
誌』

に
よ
る

と 、

平
安
時
代
の
名
門 、

千
葉
一

族
は
代
々 、

妙
見
大
菩
薩
の
信
仰
が
厚
く 、

妙
見
を
杷
る
と 、

そ
の

近
く
か
傍
ら
に
は
観
音
様
を
租
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

こ
の
よ
う
な
事
か
ら 、

人
見
に
妙
見
を
杷
っ

た
平
忠
頼
は 、

父 、

良
文
の
霊
を
妙
見
の
そ
ば
に
杷
っ

た
と
い
い 、

こ
れ
が
観
音
様
の
由
来
で
あ
る
と

伝
え
て
い
る 。

再
建
さ
れ
た
現
在
の
観
音
堂
の
前
の
堂
は 、

茅
葺
き
屋
根
の
古
い
も
の
で 、

建
立
は
不
詳
で
あ
る 。

建
坪
は
約

二
一
坪
ぐ
ら
い
で
あ
っ

た
堂
も 、

老
朽
し
て
雨
洩
り
も
あ
り、

心
配
さ
れ
て
い
た
が 、

昭
和

三
八
年
に
檀
信
徒
の
寄
附
金 、

区
有
地
処
分
金
に
よ
っ

て
再
建
さ
れ
た 。

工
費
は
五
O
O
万
円
で 、

施

工
は
株
式
会
社
斉
藤
建
設
が
行
な
い 、

近
代
的
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト

造
り
で
完
工
し
た 。

こ
の
再
建
に
は

建
設
委
員
長
川
名
邦
五
郎
他
役
員
の
努
力
と
苦
労
が
あ
っ

た 。

観
音
様
に
は 、

寺
伝 、

伝
承
が
あ
る 。

そ
の
一
つ
を
紹
介
す
る
と 、

青
蓮
寺
の
前
に
草
分
け
七
軒
の

一

軒
と
い
わ
れ
る
白
井
三
郎
左
衛
門
宅
が
あ
る 。

同
家
の
広
い
屋
敷
の
な
か
に
小
さ
な
社
が
杷
っ

て
あ

現在の観音堂
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り

こ
の
社
と
の
関
係
は
詳
し
く
は
分
ら
な
い
が 、

白
井
家
代
々
の
伝
承
に
よ
る
と 、

そ
の
昔 、

か
ら
身
分
の
あ
る
人
が
は
る
ば
る
人
見
の
地
に
移
り

住
ん
だ
と
い
う 。
そ

の
と
き
に
四
国
の
地
か
ら
一

緒
に
持
っ

て
き
た
観
音
様
を 、

白
井
家
の
屋
敷
内
に
杷
っ

た 。

そ
の
後 、

」
こ
で
は
も
っ

た
い
な
い
と

家
人
が
観
音
様
を
背
お
っ

て
人
見
山
頂
に
移
し 、

杷
っ

た
と
い
い 、

親
類
を
集
め
て
お
祭
り
し
て
い
た

が 、

現
在
は
毎
年
正
月 、

旧
暦
一

八
夜
の
日
に 、

も
ち 、

赤
飯 、

果
物
を
観
音
様
に
供
え 、

青
蓮
寺
が

護
摩
を
焚
い
て 、

祈
願
を
し
て
い
る 。

人
見
の
長
い
歴
史
の
な
か
で 、

観
音
様
も
幾
た
び
か
の
戦
乱 、

天
変
地
変
に
遇
っ

て 、

今
日
ま
で
信

仰
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
る 。

今
の
尊
像
は 、

立
像
で 、

像
高
二
三
ニ
・

五
セ
ン
チ
を
測
り、

様
式 、

構

造
か
ら
見
て 、

藤
原
時
代
末
期
(
一
一

O
O
年
ご
ろ)

の
作
と
考
え
ら
れ
て
い
る 。

昭
和
四
五
年
九
月
二
一

日 、

君
津
市
の
彫
刻
の
文
化
財
と
し
て
指
定
を
受
け
た 、

貴
重
な
文
化
遺
産

で
あ
る 。

丑
(
う
し)

年
に
当
た
る
観
音
様
の
開
帳
に
は 、

本
尊
を
青
蓮
寺
に
移
し
て
行
な
わ
れ 、

近
在
か
ら

も
善
男
善
女
の
お
詣
り
が
あ
っ

て
盛
況
で
あ
る 。

近
在
の
観
音
霊
場
の
札
所
は 、

小
糸
作
札
と
呼
び 、

そ
れ
ぞ
れ
に
番
号
が
つ
い
て
い
る 。

青
蓮
寺
は

ふ
れ
も
と

そ
の
一

番
札
所
で
あ
っ

て 、

開
帳
の
時
に
触
元
と
な
っ

て 、

各
霊
場
に
伝
え
て
い
る 。

御
詠
歌
に
は 、

「
安
楽
の
世
界
も
こ
こ
に
人
見
山
大
悲
の
光
り
山
ぞ
か
が
や
く」

と
詠
ま
れ
て
い
る 。

末
社
五
社

人
見
神
社
の
境
内
西
側
に 、

五
社
が
祭
記
さ
れ
て
い
る
が 、

五
社
に
つ
い
て
の
た
し
か
な
記
録
は
な

ぃ 。

近
郷
に
あ
っ

た
も
の
を 、

い
つ
の
時
代
か
に
人
見
神
社
の
境
内
に
移
し
杷
っ

た
も
の
と
言
い
伝
え

四
国
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ら
れ
て
い
る 。

し
た
がっ
て
人
見
神
社
が
古い
時
代
か
ら 、
近
郷
近
在の
信
仰の
中
心
で
あっ
た
こ
と
が
う
か
が
え

る 。五
社
は 、
八
幡
神
社 、
八
雲
神
社 、t
浅
間
神
社 、
春
日
神
社 、
吾
妻
神
社 。

青
蓮
寺

人
見
山
麓の
緑
濃
き
中
に 、
静
か
な
た
た
ず
ま
い
を
見せ
て
い
る
青
蓮
寺
は 、
幾
星
霜
もの
問 、
村

人
が
心
の
寄
り

処
と
し 、
ま
た、
菩
提
寺
と
し
て
栄
え
て
きて
い
る 。
山
号
を人
見
山
と
号
し 、
宗
派

.ふ
さん

は
真
言
宗
豊
山
派
(
二 、
六
O
O
余ヶ
寺)
に
属
し
て
い
る 。
総
本
山
は
十一
面
観
音
像で
も
有
名で

あ
り 、

牡
丹
で
は
日
本一
を
誇
る
奈
良の
長
谷
寺
で
あ
る 。
青
蓮
寺の
本
尊
は
阿
蒲
陀
如
来 、
不
動
明

王
を
杷
り 、

古
く
か
ら
格
式の
あ
る
寺
と
し
て 、
近
在
に
知
ら
れ
て
い
る 。
成
願
寺
(
小
糸) 、
真
福

ち
ゅ
う
ほ
ん
じ

寺
(
大
貫) 、
長
楽
寺
(
木
更
津)
と
共
に 、
真
言
宗
で
の
中
本
寺
で 、
か
つ
て
小
糸
作
に
は
寺
院の

末
寺
が
二
五ヵ
寺
も
あっ
た
寺
で
あ
る 。
境
内
は
広
く 、

て
八
O
O
坪
を
有
し 、
正
門の
前
に
は
堀

が
長
く

掘っ
て
あ
り 、

西
側
に
は
楠の
老
木
も
あっ
て 、
今
も
大
寺
院の
形
跡
を
残
し 、
往
時の
青
蓮

寺の
威
容
が
偲
ば
れ
る 。
か
つ
て
は 、
塔
中
寺
院
(
大
寺の
中の
別
坊)

ゅ
う
け
レ

て
い
た。
青
蓮
寺の
開
祖
は
宥
恵
上人
で
あ
る
と
伝
え
ら
れ
て
い
る
が 、
そ
の
年
代
は
不
詳
で
あ
る 。

と
し
て
大
聖
寺
が
建
て
ら
れ

千
葉
大
系
図
に
は 、
平
忠
頼
が
上
総
介
に
任
ぜ
ら
れ
る
や 、
千
葉一
族の
守
護
神
と
し
て
厚
く
信
仰

し
た
妙
見
大
菩
薩の
霊
像
を 、
人
見の
地
に
杷っ
た
の
は
天
禄
元
年
(
九
七
O)
ご
ろ
と
い
い 、
青
蓮

寺
を
別
当
職
と
し
た
と
伝
え
て
い
る
の
で 、
奈
良
朝の
こ
ろ
に
は 、
既
に
発
祥
し
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
い
う 。
ま
た
往
時
は 、
山
城
国
(
京
都)
醍
醐
報
恩
院の
末
派
に
属
し
て
い
た
が 、
明
治一
O
年

ni
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に
脱
派
し
て
い
る 。
智
山
派
真
福
寺
(
小
久
保)
の
過
去
帳
に 、
嘉
禄
元
年
(一
二
二
五)
乙
酉
九
月

二
五
日
慈
園
慈
鎮
和
尚 、
青
蓮
寺
に
と
記
さ
れ
て
い
る 。

天
文
年
間
に
入
る
と 、
世
は
群
雄
割
拠の
戦
国の
様
相
を
呈
し
て 、
房
総の
地
は
も
と
よ
り 、

人
見

の
地
も 、
里
見・
北
条
氏の
戦
乱
に
巻
きこ
ま
れ
て 、
村
や
家
が
焼
か
れ 、
青
蓮
寺
も
全
焼 。
古い
記

録
な
ど
もこ
と
ご
と
く

焼
失
し
て
し
まっ
た。
天
文
五
年
(一
五
三
七)
と
伝
え
ら
れ
て
い
る 。

そ
の
後 、
万
治
年
間
(一
六
五
八
1一

六
六一)
に
宥
永
上人
に
よっ
て
再
建
さ
れ 、
中
輿
の
祖
と

過
去
帳
に
記
し
て
あ
る
が 、
詳
し
く
は
残っ
て
い
な
い 。
そ
れ
か
ら一二
O
年
後 、
元
禄
七
年
(一
六
九

四)
甲
茂
二一
月一一一
日
の
絵
図
面
に
は
本
堂
と
山
門
が
画
か
れ
て
お
り 、

大
き
な
伽
藍
で
あっ
た

こ
と
が
わ
か
る 。

境
内の
東
側
(
今の
墓
地)

だいしょうじ

すいじんざん

に
あっ
た
大
聖
寺
は 、
水
神
山
本
覚
坊
と
号
し 、

享
保
八
年
(一
七
二

一一一)
卯一
O
月
二
八
日
法
印
聖
運
を
初
祖
と
し
て 、
八
代
続い
て
い
る 。
明
治一
七
年
ま
で
の
財
産
届

書が
過
去
帳
と
共
に
残
さ
れ
て
い
る
が 、
そ
の
後に
青
蓮
寺
に
合
併
さ
れ
て
い
る 。

大
聖
寺が
建
立
さ
れ
た
と
さ
れ
る
約三
O
年
後の
宝
暦
五
年
(一
七
五
五)
庚
子
二一
月一
二
日 、

火
災
に
よっ
て
ま
た
も
堂
宇
が
焼
失
し
て
し
まっ
た。

こ
の
よ
う
に 、
幾
度か
の
天
災
地
変
に
よっ
て 、
本
堂・
庫
裡 、
鐘
楼 、
そ
し
て
古
文
書 、
過
去
帳

の
古い
もの
は
ほ
と
ん
ど
残っ
て
い
な
い
が 、
本
尊の
阿
蒲
陀
如
来
像
は 、
二
間
塚の
輿
右
衛
門
が
江

戸
中
期の
こ
ろ
に
奉
献
し
た
もの
で
あ
る 。

宝
暦
五
年
に
焼
失
し
た
青
蓮
寺
は 、
そ
の
後い
つ
の
こ
ろ
に
再
建
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
が 、

明
治三
年
に
火
災
に
よっ
て
類
焼
し 、
再
建
さ
れ
な
い
ま
ま 、
仮
本
堂
を
建
て
て
過ご
し
て
き
た
が 、

明
治
四三
年
八
月一
日 、
本
堂
裏の
山
崩
れ
に
よっ
て
こ
と
ご
と
く
倒
壊
し
て
し
まっ
た。
時の
住
職

名Jv
v
du
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小
柴
真
海
師
は
再
建の
意
を
強
く
もっ
て
い
た人
で 、
仮
本
堂の
時か
ら
末
寺
よ
り

本
堂
再
建の
資
金

を
募っ
て
い
た
こ
と
も
あっ
て 、
こ
れ
ら
を
基
金
と
し
て 、
苦
労
の
末 、
檀
家の
人
々
に
寄
付
を
お
願

い
し 、
再
建
に
努
め
た。
大
正
元
年
に
小
糸
村の
高
野
又
七
宅の
母
屋
を 4
当
時の
金二
四
O
円
で
買

-E-zEaEE--.，.E，，E・

，』AJ

取
り 、

本
堂
を
再
建
し
た。
本
堂
の
格
天
井
に
装
飾
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
龍・
草
花
等の一
枚 、

枚の
天
井
画
(三
五
枚)
の
絵
は 、
上
野
美
術
学
校
(
現
芸
大)
の
学
生の
作
品で
現
存
し
て
い
る 。

広
い
孟
宗
竹
林
は 、
山
崩
れ
の
と
き
に
危
険
だ
と
考
え
た
真
海
師
が一
株の
竹
を
植
え 、
こ
れ
が
殖

え
続
け
ら
れ
て
今の
よ
う
に
見
事
な
竹
林
と
なっ
た
の
で
あ
る 。

庫
裡
も 、
本
堂
再
建の
年
に
西
川
の
元
名
主
で
あっ
た
小
柴
家の
古い
家
を
買
取っ
て
き
て
再
築
さ

れ
た。
建
坪
は
約三
O
坪
で
台
所の
広
い
家で
あっ
た
が 、
老
朽が
激
し
く
か
な
り

心
配
さ
れ
て
い
た。

昭
和
四
六
年
に
総
代
が
中
心
と
な
り 、

庫
裡
建
設
委
員
会
が
設
け
ら
れ 、
委
員
長
川
名
邦
五
郎
他
委
員

の
努
力
に
よっ
て
新
築
さ
れ
た
の
で
あ
る 。
資
金
は
区
有
地
の
処
分
金三
O
O
万
円
と 、
檀
家
や
住
職

の
寄
付
金
四
O
O
万
円の
合
計
七
O
O
万
円
で
完
成
し
た。
庫
裡
を
壊
し
た
と
き
に 、
台
所の
階
上
に

は
古い
什
物
(
寺の
小
道
具)
や 、
往
時 、
住
職
が
使っ
た
と
思
わ
れ
る
駕
篭
が
二
丁
あっ
た。
こ
の

駕
篭
は
古い
もの
で 、
現
在
は
市
の
教
育
委
員
会で
保
存
し
て
い
る 。

大
正
元
年
に
再
建
さ
れ
た
本
堂
も
屋
根の
い
た
み
が
ひ
ど
く
な
り 、

住
職
五
三
世
光
道
師
も
心
を
痛

め
た。
そ
こ
で
総
代
に
諮
り 、

関
係
者
と
協
議
を
重
ね
た
結
果 、
大
改
修
を
図
る
こ
と
に
な
り 、

近
在

の
寺
院
を
見
学 、
昭
和
五
O
年
七
月
に
本
堂
改
修
委
員
会
を
設
置
し
た。
委
員
長
に
守
久
治
が
決
ま
り 、

委
員二
O
名
が
選
出
さ
れ 、
檀
家
に
浄
財
を
お
願い
し
た。
浄
財の
協
力
要
請
は 、
夜 、
各
町
内ご
と

に
集
ま
り 、

住
職・
委
員の
幹
部
か
ら
趣
旨
説
明
が
行
な
わ
れ
た。

施
行
は
大
堀の
大
光
建
設
に
発
注
し
た。
改
修
工
事
に
入っ
て
思っ
た
よ
り
い
た
み
が
ひ
ど
い
の
が

【
膏
蓮
寺
住
職】

栗坂慶阿和尚栗坂光道和尚
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わ
かっ
た。
屋
根
も
寺
ら
し
く
入
母
屋
に
改
造
し 、
土
台
等
も
新
し
く
取
り

替
え
た。
炎
天の
下 、
檀

す

み

こ
の
際
に
古
く
なっ
た
須
弥

家の
惜
し
み
な
い
奉
仕
協
力
も
あっ
て 、
大
改
修
が
完
了
し
た。
ま
た、

だん壇
等の
内
陣
整
備
も
併せ
て
行
な
わ
れ
た。
こ
の
工
費
は
併せ
て
二 、
一
O
O
万
円で 、
こ
の
基
金
と

し
て
寺
有
地
処
分
金一 、
0
0
0
万
円 、
檀
家の
寄
付
金一 、
一
O
O
万
円
が
充
て
ら
れ
た。
昭
和
五

一
年
四
月
四
日 、
関
係
者
に
よっ
て
盛
大
に
落
慶
法
要
式
が
挙
げ
ら
れ
た。

妙
見
尊
像
の
掛
軸

青
蓮
寺
に一
本の
掛
軸が
残っ
て
い
る 。
こ
れ
に
は
妙
見
大
菩
薩
が
画
か
れ 、
歌
が
記
さ
れ
て
い
る 。

っ

き
ほ
し

こ
の
や

の

く

の
こ
り

ご
う.
か

さ

歌
は
「
月
星
を
手
で
と
る
か
ら
に
此
家
農
久
ら
し

遺た
る
は
恒
河
砂の
数」
と
あ
る 。
月
星
は
千
葉
家

の
紋
所
で 、
恒
河
は
印
度の
ガ
ン
ジ
ス
川
の
こ
と
で
あ
る 。
恒
河
砂
は
無
限の
数の
た
と
え
で
あ
る
の

で 、
千
葉
家の
隆
盛
は
限
り
な
い
もの
で
あ
る
と 、
詠
ん
だ
もの
と
考
え
ら
れ
る 。
こ
の
掛
軸
を
妙
見

宮
に
奉
納
し
た
の
は
千
葉
介
定
胤
と
い
わ
れ 、
花
押
が
印
し
て
あ
る 。
定
胤
は
千
葉一
族の
後
背で 、

と
わ
た
り

"
登
渡
神
社“

祖
先の
菩
提
を
弔
う
た
め
に 、
千
葉
市
の
登
戸
に
あ
る

を
正
保
元
年
(一
六
四
四)
九
月
五
日
に
建
立
し
た
と
い
う 。

定
胤
は
登
戸
権
之
介
に
も
な
り 、

妙
見

の
前
身で
あっ
た
登
戸
妙
見
宮

を
深
く
信
仰
し
た
の
で 、
上
総の
人
見
妙
見
宮
に
参
詣
し
た
折
に 、
氏
族の
繁
栄
を
祈っ
て
奉
納
し
た

もの
と
思
わ
れ
る 。

社
交
・

ス
ポ
ー
ツ
広
場
の
青
蓮
寺

青
蓮
寺
は 、
今
ま
で
述べ
て
き
た
よ
う
に
由
緒
あ
る
寺
院
だ
が 、
長い
年
月の
中
に
幾
度
か
の
天
災

地
変
に
耐
え 、
村人
の
心
の
寄
り

処
と
し
て
親
し
ま
れ
て
き
た。
近
く
は
大
正
二一
年の
関
東
大
震
災

也-'-
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に
村
も
大
き
な
被
害が
発
生
し 、
周
西
小
学
校の
校
舎
も
倒
壊
し
て
し
まっ
た。
村
当
局
は
校
舎の
再

建
さ
れ
る
ま
で
の
三ヵ
年の
問 、
青
蓮
寺
を
学
校
と
し
て
使
用
し
た
の
で
あ
る 。

昭
和
初
期の
こ
ろ 、
大
衆
娯
楽の
な
か
に
流
行
し
て
き
た
浪
曲
(
浪
花
節)
が
あっ
た。
こ
の
浪
曲

ばいおうL

界の
初
代の
春
日
井
梅
鴬
師
が 、
富
津
市二
間
塚
に
住
居し
て
い
た。
師
が
若い
こ
ろ 、
ま
だ
浪
曲
界

に
デ
ビュ
ー
し
て
い
な
い
時
代
に
本
堂
に
村人
を
集
め 、
花
代
(
祝
儀)
を
受
け 、
得
意の
「の
ど」

を
聞
か
せ
た。
演
題
は
十
八
番の
忠
臣
蔵
「
大
石
南
部
坂
の
別
れ」
で 、
満
堂
の
人
々
を
泣か
せ 、
慰

び

安の一
刻
を
過ご
し
た。
師
は
そ
の
後 、
独
特の
節
廻
し
で
浪
曲
界
を
風
醸
し
た。

境
内の
梅の
木の
下
に
二つ
の
「
力
石」
が
あ
る 。
こ
の
石
は 、
江
戸
時
代
か
ら
明
治
中
期ご
ろ
ま

で
行
な
わ
れ
た
力
く
らべ
の
石
で
あ
る 。
一
つ
の
石
に
は
「
五
拾
貫
目
余
(
約
二
百
キロ) 、
源
蔵、

亀
治」
と
彫っ
て
あ
る
が 、
石
を
も
ち
上
げ
た人
の
名で
あ
ろ
う 。

昭
和
五
年ご
ろ 、
若い
人
た
ち
の
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
に
なっ
て 、
特
に
相
撲
は
近
在
で
力
が
注
が
れ 、

化
粧
廻
し
等
を
新
調
し 、
各
地
で
大
会が
開
催
さ
れ
た。
な
か
で
も
青
蓮
寺
境
内で
の
大
会
は
盛
況
で

あっ
た
と
い
う 。

村々
の
選
手
が
参
加
し 、

近
在
か
ら
応
援
す
る人
々
や
見
物人
で 、
賑
や
か
な
もの

だっ
た
と 、
古
老
た
ち
は
語
り

種
に
し
て
い
る 。

の
ほ
り

人
見神
社の
祭
礼
も 、
昭
和の
戦
前
ま
で
は
二
二
日
を
中
心
に 、
「
峨
返
し」
の
二
五
日
ま
で
賑
や

か
な
もの
だっ
た。
参
拝
す
る人
た
ち
が
遠
く
か
ら
も
大
勢
きて 、
神
社
下
の
道
路の
両
端
や
境
内(
資

料
館の
前)
に 、
テ
ン
ト

小
屋
の
見せ
物
が
出
た
り 、
オ
モ
チ
ャ

屋 、
氷
屋 、
綿
あ
め
屋
等の
庖
が
立

ち
並
び 、
夜
お
そ
く
ま
で
カ
lパ

イ
ト

の
明
り
と
匂い
で 、
祭
り

独
特の
風
景
が
見
ら
れ
た。

昭
和一
九
年ご
ろ
に
な
る
と
戦
局
は
急
迫
し 、
本
土
決
戦
を
唱
え
る
軍
部
は 、
そ
の
備
え
と
し
て
陸

軍(
暁
部
隊)
を
駐
屯
さ
せ
た。
同
部
隊
は
青
蓮
寺
と
大
堀の
静
養
園
を
宿
舎
と
し
て
使
用
し
て
い
た。

力石=青蓮寺
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こ
の
部
隊
は
工
兵
で 、
人
見
神
社の
下
の
山
裾
に
長い
ト
ン
ネル
を
掘っ
て
物
資
を
入
れ 、
川
岸
に
は

一一
ト
ン
位の
上
陸
用
舟
艇
を
配
備
し 、
日
夜 、
訓
練
を
し
て
い
た。
兵
隊
は
召
集
兵
が
多
く 、

境
内で

竹
や
り
を
使っ
て 、
軍
事
教
練
に
励
ん
で
い
た。
そ
の
召
集
兵
に
大
声
を
出
し
て
教
え
て
い
た
の
は
若

い
兵
隊で
軍
律の
厳
し
さ
を
感
じ
さ
せ
た
もの
だ 。
し
か
し 、
年
に
何
回
か 、
夜
に
な
る
と
本
堂
に
村

の
人
々
を
集
め
て 、
兵
隊
た
ち
が
慰
安
会
を
やっ
て
く
れ
た。
兵
隊
た
ち
が
自
分
で
作っ
た
慌か
衣
裳

を
着て 、
即
席の
劇・
踊
り・

郷
土
の
唄
等
を
演
じ
た。
さ
す
が
に
全
国
か
ら
集
まっ
て
きて
い
る
の

で 、
芸
達
者
が
い
て 、
こ
の
夜
は
笑い
と
涙の
内
に 、
と
も
に
戦
時の
辛い一
刻
を
慰め
合っ
て
過ご

し
た
こ
と
も
あっ
た。
村人
も
楽
し
み
に
し
て
い
た
こ
の
催
し
も 、
B
m
の
本
土
空
襲
が一
段
と
激
し

く
な
り
中
止
さ
れ
て
し
まっ
た。
今
に
想
う
と 、
つ
わ
もの
ど
もの
夢の
あ
と
の
句
を
想い
お
こ
さ
せ

る
もの
が
あ
る 。

い
ま
わ
し
い
戦
争
も
やっ
と
終
わ
り 、

村
に
も
平
和
が
帰っ
て
き
た。
焦
土
と
化
し
た
わ
が
国
も 、

平
和
日
本
に
向
かっ
て
歩
き
は
じ
め
た
こ
ろ
で
あ
る 。

住
職の
栗
坂
慶
阿
僧
正
(
五
二
世)
は 、
学
識の
あっ
た
僧
で 、
仏
教
界の
役
職
も
務
め
ら
れ 、
寺

院の
興
隆
に
貢
献
し
た人
で
あ
る 。
夜
に
な
る
と 、
若い
人
た
ち
を
集
め
て
は 、
日
本の
将
来
を
案
じ 、

村の
人
々
の
幸
せ
作
り
を
ど
う

す
れ
ば
よ
い
か 、
こ
れ
ら
につ
い
て
学
問
を
語
り 、

人
の
道の
道
理
を

夜
お
そ
く
ま
で
教
え
て
く
れ
た。

日
本
も 、
終
戦の
混
乱
か
ら
よ
う
や
く
落
ちつ
き
を
と
り

戻
し
た
二
四
年ご
ろ 、
青
年
団
活
動
が
も

どっ
て
き
た。
文
化
面
に
お
い
て 、
自
分の
考
え
を
主
張
す
る
町
弁
論
大
会
に
そ
な
え 、
本
堂
を
借
り

練
習
に
励
ん
だ 。
広
い
室
内
に
は 、
火
鉢
し
か
な
く 、
冬の
寒い
夜
は
そ
れ
は
き
び
し
い
もの
だっ
た

が 、
皆そ
れ
に
耐
え
て
き
た。
ま
た
こ
の
こ
ろ 、
各
地
に
青
年
た
ち
の
素人
演
芸
が
生
ま
れ
た。
こ
れ

青蓮寺の歴代住職の墓=青蓮寺境内
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は 、
戦
時・
戦
後の
暗い
時
代
に
娯
楽
ら
し
い
もの
が
な
く 、
若
者
た
ち
の
明
る
さ
と 、
エ
ネル
ギ
ー

の
発
散の
も
と
に
なっ
た。
人
見
で
も
春の
桜の
咲
くこ
ろ
に 、
境
内
に
舞
台
を
組
ん
で 、
本
堂
を
楽

屋
と
し
て
用
い 、
村
民
慰
安
大
会
を
行
なっ
た。
演
し
物
は 、
マ
ドロ

ス 、
股
旅
物の
衣
裳
を
着て 、

曲
に
合
わ
せ
て
の
踊
り 、

そ
し
て 、
唄・
劇
が
あっ
て 、
当
日
は
境
内が人
の
波
に
揺
れ
る
ほ
ど
盛
ん

に
行
な
わ
れ
た。
こ
の
大
会
に
備
え
て
の
練
習
は 、
毎
夜 、
本
堂
を
借
用
し
て
行
な
わ
れ
た
が 、
あ
ま

り
に
も
熱
が
入っ
て
約
束の
借
用
時
聞
を
過
ぎ
住
職
に
お
叱
り
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
も
あっ
た。

夏
祭
り
も
過
ぎ 、
秋
に
な
る
と 、
青
年
団
の
活
動
資
金
を
作
る
た
め
境
内で
映
画
会
を
聞い
た。
当

日
は
天
候
が
心
配
で 、
役
員
は
苦
労
し
た。
入
場
券
を
作っ
て
各
地
の
友人・
知人
に
買っ
て
も
ら
い 、

境
内
に
「
む
し
ろ」
を
敷い
て
席
を
作
り 、

秋の
夜
長の一
刻
を
楽
し
ん
だ 。
こ
の
こ
ろ
は
テ
レ
ビ
も

な
い
し 、
映
画が
唯一
の
見
る
娯
楽
と
し
て
人
気
が
あっ
て 、
境
内
は
い
つ
も
満
員
と
なっ
た。
当
時

の
フ
ィ

ル
ム
は
悪
く
て 、
途
中
で
何
回
も
切
れ 、
映
画が
中
断
し
た
り 、

風
の
あ
る
時
は
映
写
幕
が
ゆ

ら
り 、

ゆ
ら
り
と
揺
れ
る
こ
と
も
あっ
た
が 、
観
客
は
不
平
も
言
わ
ず
に
協
力
し
て
く
れ
た。

今の
よ
う
に
遊
び
場 、
広
場
が
な
かっ
た
時
代
は 、
ど
こ
で
も
寺
や
神
社の
境
内が
子
供
や
若
者
た

ち
の
広
場
で
あっ
た。
先
に
述べ
た
よ
う
に
相
撲
大
会の
会
場
に
なっ
た
り
し
た
が 、
戦
後は 、
陸
上

競
技の'
練
習
場
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
た。
夏の
地
区
大
会
に
向
け
て 、
田
の
草
取
り

や 、
浜の
仕
事
を

早
く
切
り
あ
げ 、
暗
く
な
る
ま
で
境
内
狭
し
と
練
習
に
精
を
出
し
た
もの
で
あ
る 。
こ
の
こ
ろ
は
若人

た
ち
の
楽
し
い
場
で
あ
り 、

語
り

合
う

場
で
も
あっ
た。
こ
れ
ら
の
行
事
も
時の
移
り

変
わ
り

ゃ 、
昭

和三
六
年の
青
年
団
の
解
団
と
と
も
に
な
く
なっ
た
が 、
子
供の
こ
ろ
か
ら
寺
や
境
内で
遊
び 、
育っ

た人
々
に
は 、
忘
れ
ら
れ
な
い
想い
出
と
し
て
胸
に
残っ
て
い
る 。
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青
蓮
寺
の
鐘
楼
と
焚
鐘

ほんしょう

昔
か
ら
党
鐘の
話
は
よ
く
あ
る
が 、
京
都の
方
贋
寺 、
和
歌
山
の
道
成
寺の
物
語
り
は 、
有
名
で
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
し 、
誰
し
も
幼い
こ
ろ
の
唄
や 、
鐘の
音
に 、
想い
を
起こ
すこ
と
で
あ
ろ
う 。

特

に
大
晦
日
に
全
国の
有
名
な
寺
院
や 、
各
地
の
寺で
鳴
ら
さ
れ
る
除
夜の
鐘の
音
は 、
心
の
安
ら
ぎ
を

ぼんのう

月見
え
る
もの
で
あ
る 。
こ
の
鐘
は人
聞
が
もっ
て
い
る一
O
八
の
煩
悩
を
消
滅
し
て
く
れ
る
伝
え
が
あ

る
こ
と
か
ら
信
仰
さ
れ 、
み
ん
な
に
親
し
ま
れ
て
き
た。
格
式の
あ
る
寺
院
に
は
鐘
楼
と
党
鐘
が
あっ

た
党
鐘
は
「
釣
り

鐘」
と
もい
い 、
朝
鮮
鐘
と
和
鐘の
二
つ
が
あっ
て 、
青
蓮
寺
に
は
和
鐘の
そ
れ
は

立
派
な
鐘
が
あっ
た。
村人
の
寄
附
し
た
もの
で
あっ
た。
こ
の
鐘
楼
が
い
つ
ご
ろ
建
立
さ
れ 、
鐘が

釣
る
さ
れ
た
か
は
詳
し
く
は
分
ら
な
い
が 、
明
治 、
大
正 、
昭
和
と 、
朝
夕
に
刻
を
告
げ
て
打
ち
鳴
ら

さ
れ 、
遠
く
ま
で
聞
こ
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る 。
未
だ
時
計
が
普
及
し
て
い
な
かっ
た
昭
和の
初
期

ご
ろ
ま
で 、
海
や 、
野
良
仕
事の
人
々
に
刻
を
知
ら
せ
る
鐘
と
し
て
も
親
し
ま
れ
て
き
た。

昭
和一
九
年ご
ろ 、
第二
次
大
戦の
戦
局
も
激
し
く
なっ
て 、
政
府
は
物
資
欠
乏
の
た
め 、
総て
の

金
物
知明を
軍
部
に
供
出せ
よ
と
の
命
令
を
下
し 、
寺の
党
鐘
ま
で
も
強
制
的
に
徴
用
し
た。

時
勢
と
は

い
え 、
文
化
的
遺
産の
消
滅
は
誠
に
惜
し
い
で
きご
と
で
あっ
た。

こ
の
よ
う
な
こ
と
が
あっ
て 、
釣
り

鐘の
無い
鐘
楼
は
茅
葺
きの
屋
根
で
長
ら
く

建っ
て
い
た
が 、

屋
根の
修
理
も
で
き
な
い
ま
ま
に 、
時
を
過ご
し
た。

昭
和
五
五
年
に
真
言
宗の
宗
祖
で
あ
る
弘
法
大
師
(
空
海)
の一
一
五
O
年の
御
遠
忌
が
あ
り 、

全

国
各
地
に
て
記
念
事
業
が
盛
大
に
催
さ
れ
た。
青
蓮
寺
と
し
て
もこ
の
記
念
すべ
き
年
に 、
記
念
事
業

と
し
て
鐘
楼の
再
建
と
党
鐘の
購
入
を
し
よ
う
と
い
う
意
見
が
檀
信
徒に
よっ
て
進
言
さ
れ 、
施
工
し

青蓮寺の茅葺き の鐘楼、 党鐘は
強制的に徴用されて無い
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た。
鐘
楼
は人
見の
大
工・
守
政
蔵
に 、
党
鐘
は
富
山
県
高
岡の
名
工
に
そ
れ
ぞ
れ
に
発
注
さ
れ
た。

工
事
費
は 、
記
念
碑の
建
立
も
含
め
て
九
二
O
万
円
で
完
工
し
た。
こ
の
よ
う
に 、
檀
家の
人
々
の
永

年の
願い
が
成
就
し
て 、
今
や
平
和
を
願
う

鐘
と
し
て 、
朝
な
夕
な
に
打
ち
鳴
ら
さ
れ
て
い
る 。
そ
の

音
は
山
に
ひ
び
い
て 、
現
代の
め
ま
ぐ
る
し
い
世
相
の
中
に
心
の
安
ら
ぎ
を
覚
え
さ
せ
て
く
れ
る 。
党

鐘
も
時
代
と
共
に
生
きて
い
る
の
で
あ
る 。

毎
年 、
大
晦
日
に
は
境
内
に
か
が
り

火
が
焚
か
れ 、
熱い
甘
酒
が
ご
馳
走
さ
れ
る
が 、
近
在
か
ら
も

多
くの

善
男
善
女
が
集
まっ
て
来て 、
そ
れ
ぞ
れ
の
願い
を
こ
め
て
鐘
を
鳴
ら
し
て
い
る 。

康
申
塔

石
仏
の
う
ち 、
数
も
多
く
名
前
も
よ
く

知
ら
れ
て
い
る
の
は
地
蔵
様で
あ
る
が 、
場
所
に
よっ
て
多

く
見
ら
れ
る
の
が
庚
申
様で
あ
ろ
う 。

庚
申
様
と
呼
ば
れ
て 、
昔
か
ら
信
仰
さ
れ
て
き
た
庚
申
塔・
塚

は 、
街
の
辻
や
橋の
挟
に
ひ
そ
や
か
に
行
ん
で
い
る 。
な
か
で
も
南
総
里
見
八
犬
伝の
物
語
り
に
出て

し
ょ

う
め
ん
こ
ん
ご
う

く
る
庚
申
塚
は
よ
く

知
ら
れ
て
い
る 。
こ
の
庚
申
と
は 、
仏
教で
青
面
金
剛
と
呼
ん
で 、
も
と
は
平
安

時
代
に
中
国の
道
教
と
密
教
思
想
が
結び
つ
い
て
で
き
た
民
間
信
仰で
あ
る 。

青
蓮
寺
境
内、

大
鳥
居
横
の
庚
申
塔

こ
の
塔
は 、
以
前
に
は人
見
字
堰
下
の
近
く
に
あっ
た
も
の
を
土
地
改
良の
た
め
に
今の
処
に
移
建

し
た。
昔
か
ら人
々
は
「
山
王
森の
さ
ん
の
さ
ま」
と
呼
ん
で
い
た。
こ
ん
も
り
し
た
小
さ
な
森の
な

か
に
租
ら
れ
て
い
た。
塔
に
は
正
徳二
歳
(一
七
二一)
二
月
七
日人
見
講
中 、
講
仲
間
と
記
し
て
あ

る 。

塔
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今は
昔の
面
影
は
全
く
無い
が 、
広
い
田
園の
中
に
建
て
ら
れ
て
い
た
の
は
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る

の
だ
ろ
う
か 。

境
内の
庚
申
塔
よ
り三

二
年
後に
建
て
ら
れ
た
の
が 、
人
見
神
社
下
に
杷つ
で
あ
る
庚
申
塔で
あ
る 。

下
の
部
分
が
欠
損
し
て
い
る
が 、
六人
の
名
前
が
刻
ん
で
あ
り 、

願
主
と
し
て
あ
る 。
延
享
元
甲
子
年

四
月
吉
祥
と
記
し
て
あ
る
の
が
読
み
と
れ
る 。

(一
七
四
四)

金
万
比
羅
神
社

「こ
ん
ぴ
ら
船々

、
追
手
に
帆
か
け
て:・」
と
唄
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
四
国の
金
万
比
羅
さ
ま
は 、

瀬
戸
内が
内
海
と
し
て
航
海の
要
路
で
あっ
た
時
代
に 、
航
海
業
者
お
よ
び
漁
民
に
よっ
て 、
海の
守

り
神
様
と
し
て
広
く
全
国
的
に
広
め
ら
れ 、
明
治
以
降
は 、
浪
曲
「
森の
石
松
こ
ん
ぴ
ら
参
り」

等の

演
し

物
に
よっ
て 、
いっ
そ
うこ

れ
を
庶
民
的
な
も
の
に
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

おおもの由しのかみ
す
とく

こ
の
神
社
の
祭
神
は 、
大
物
主
神
と
崇
徳
天
皇
と
い
わ
れ 、
全
国
に-杷つ
で
あ
る
の
は 、
普
通
に

は
大
物
主
神
を
杷つ
で
あ
る
方
が
多い 。
こ
の
神
の
御
神
徳
は 、
海
上
交
通
の
神
様
と
し
て
海
を
照
ら

し 、
人.々
に
明
る
い
光
明の
導
き
を
与
え
て
く
れ
る
福
徳の
神
で
あ
る
と
い
わ
れ 、
こ
の
神
を
信
仰
し

て
全
国
に
六
八
三
社の
分
社
が
あ
る
と
い
う 。

明
治の
維
新
ま
で
は
神
仏
混
合
で
あっ
た
の
で 、
金
万
比
羅
大
権
現
と
称
さ
れ
て
い
た
が 、
今は
金

万
比
羅
神
社
と
なっ
て
い
る
の
で
あ
る 。

こ
の
神の
御
神
徳
を
授かっ
て 、
人
見の
地
に
杷
ら
れ
た人
見
金
万
比
羅
神
社の
創
建
は 、
い
つ
ご

ろ
か 、
はっ
き
り
と
わ
か
ら
な
い
が 、
現
在の
社
殿
前
に 、
長い
石
段
(
参
道)
の
右
中
段
に
社
が
建

っ
て
い
た。
惜
し
い
か
な 、
明
治
四
三
年の
山
崩
れ
に
よっ
て
倒
壊
し
た。

大鳥居横の庚申塔
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そ
の
後 、

再
建
さ
れ
な
い
ま
ま
に
な
っ

て
い
た
が 、

昭
和
一

O
年 、

浄
財
に
よ
っ

て
現
在
の
社
殿
が

立
派
に
再
建
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
再
建
に
は
世
話
人
の
守
菊
蔵
な
ど
い
ろ
い
ろ
と
苦
心
し
た
と
い
う 。

毎
年 、

人
見
神
社
の
祭
礼
の
日
に
は 、

金
万
比
羅
神
社
の
前
に
「
ご
ざ
」

を
敷
い
て 、

参
詣
さ
れ
る
人

(
御
幣)

を
振
っ

て 、

々
に
お
ん
ベ

銭

二
銭
と
再
建
の
浄
財
を
募
っ

た
と
い
わ
れ 、

こ
れ
を
基
金

と
し
て
村
人
よ
り

寄
附
金
を
集
め
て
再
建
さ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

建
築
費
は
当
時
の
金
で
三
八
O
円
ぐ

ら
い
だ
っ

た
と
い
う 。

か
つ
て
は 、

地
元
の
人
々
が
海
に
生
き 、

海
の
安
全
と
大
漁
を
願
っ

て
厚
く
信
仰
し
て
き
た
金
万
比

羅
神
社
で
あ
る
が 、

時
は
変
わ
っ

て
も
今
な
お
海
の
守
り

神
様
と
し
て
信
仰
さ
れ 、

生
き
て
い
る
の
で

あ
る 。熊

野
神
社

権
右
衛
門
(
守
正
治
宅)

の
「
お
く
ま
ん
様」

と
呼
ば
れ
て 、

古
く
か
ら
村
人
に
親
し
ま
れ
信
仰
さ

れ
て
い
る 。

そ
の
「
お
く
ま
ん
様」

は 、

守
正
治
の
屋
敷
の
内
に
杷
ら
れ
て
い
る 。

は
や
だ
ま

野
神
社
の
こ
と
で 、

熊
野
本
宮 、

速
玉 、

那
智
の
熊
野
三
社
を
総
称
し
た
も
の
で
あ
る 。

す
き
の
お
の
み
こ
と

や

っ

み

こ

の

か

み

く
ま
の

は
や
だ
ま
の
か
み

く

ま

の

ふ

す

み

祭
神
は
素
養
鳴
尊 、

家
都
御
子
神 、

熊
野
速
玉
神 、

熊
野
夫
須
美
神 、

お
く
ま
ん
様
は
熊

他
の
神
々
が
三
社
に
杷
っ

て

あ
り、

神
代
の
昔
に
鎮
座
し
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
る 。

こ
の
神
は 、

古
代
か
ら
信
仰
さ
れ
て
い
た
と
い
わ
れ 、

平
安
中
期
以
降 、

浄
土
信
仰
が
起
こ
っ

た
と

きc 、

こ
の
熊
野
の
地
に
西
方
浄
土
の
信
仰
が
生
ま
れ 、

古
い
民
俗
信
仰
が
再
び
燃
え
上
が
っ

た
も
の
と

い
え
る 。

す
な
わ
ち 、

生
き
て
い
る
う
ち
に
こ
の
常
世
の
国
の
地
を
踏
ん
で
信
を
重
ね 、

結
縁
し
て
お

き
た
い
と
い
う
念
願
で 、

盛
ん
に
熊
野
詣
で
が
行
な
わ
れ 、

延
喜
七
年
(
九
O
七)

に
宇
多
法
皇
が
こ

金
刀
比
羅
神
社
の
竣
工
H

昭
和
一

O
年
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こ
に
足
を
運
ば
れ
た
の
を
初
め
と
し
て 、

に
よ
い
ん

上
皇 、
女
院の
貴
族の
方々
も
お
詣
り
し
た
と
い
う 。
そ
れ

が
庶
民の
間
に
も
広
まっ
て 、
「
蟻の
熊
野
詣」
と
い
う
言
葉
さ
え
生
ま
れ
て
盛
ん
に
信
仰
さ
れ
た。

し
か
し 、
今の
よ
う
な
交
通の
便
が
無
かっ
た
時
代 、
熊
野の
地
は
遠
く 、
容
易
に
足
を
運
ぶ
こ
と

せ
ん
だ
つ

が
で
き
な
かっ
た
の
で 、
熊
野
先
達
と
い
わ
れ
る
修
験
者
が
熊
野の
地
で
修
業
し 、
こ
の
先
達の
人
々

に
よっ
て
各
地
に
広
め
ら
れ
た。
そ
し
て 、
熊
野三
社の
分
霊
を
勧
請
し
て 、
全
国
各
地
に
三 、
O
七

入
社の
分
社
を
杷っ
た
と
い
わ
れ
る 。

守
正
治
に
よ
れ
ば 、
い
つ
の
こ
ろ
に
お
宮
を
杷っ
た
か
は
分
ら
な
い
が 、
元
は
別の
処
に
あっ
た
社

を
現
在の
地
に
移
し 、
杷っ
た
と
い
う 。

お
宮の
土
台
石 、
土
台
は
古
く
なっ
て
お
り 、

何
回
も
と
り

変
え
て
再
建
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る 。
中

むなふだ

に
あ
る
棟
札
に
は
「
慶
応
四
口
口
口
施
主
権
右
衛
門 、
棟
梁
藤
原
面
通
久
右
衛
門
作 、
八
郎
左ヱ
門
同

定
五
郎
寄
進」
と
記
さ
れ
て
い
る 。
ま
た、
社
前
に
は
手
水
石
と
狛
犬
が
二
像
奉
納
さ
れ
て
じ
て 、
願

主
は
石
井
庄
次
良
と
あ
り 、

金
壱
両
を
吉
漬六
右
衛
門 、
金一
朱
を
石
井
金
左
衛
門
と
白
井
太
左
衛
門

が 、
そ
れ
ぞ
れ
奉
納
と
刻
ん
で
あ
る 。

家
んに
よ
れ
ば 、
明
治
三
年の
人
見
の
大
火の
と
き
に
は
焼
失
を
免
れ
た
そ
う
で 、

あ
ら
た
か

灼
な
神
と
し
て
代々
に
崇
敬
さ
れ
て
き
て
お
り 、

祭
日

い
わ
ば
霊
験

(
旧
暦
九
月
九
日)
に
は
赤
飯
を
献
じ
て
そ

の
日
を
祝っ
て
い
る
と
い
う 。
今は
余
り

見
ら
れ
な
い
が 、
花
嫁
さ
ん
が
結
婚
式
に
出
る
前
に 、

七
五
三
の
お
祝い
に
も
親
子
で
お
参
り
し
た
もの

お
く
ま
ん
様
に
お
参
り
し
て
幸
せ
を
祈っ
た
ほ
か 、

で
あ
る 。

の

お
く
ま
ん
様
の
別
称
が
あ
る
熊
野
神
社
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八
雲
神
社
(
天
王
様)

天
王
様
と
称
し
て
昔
か
ら
親
し
ま
れ 、

村
人
か
ら
厚
く
信
仰
さ
れ
て
き
た 。

人
見
に
は
二
ヵ

所
に
柁

ら
れ
て
い
る
が 、

い
ず
れ
も
屋
敷
の
内
に
社
が
あ
る 。

近
在
の
君
津
市
三
直
の
天
王
様 、

富
津
市
大
堀

の
大
六
天
王
様
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る 。

明
治
の
維
新
ま
で
は
天
王
様
と
呼
ん
で
い
た
が 、
政
府
の
国
家
神
道
を
目
途
と
し
た
政
策
に
よ
っ

て 、

神
仏
に
分
け
ら
れ
て 、

名
称
も
八
雲
神
社
と
か
わ
っ

て
今
日
に
及
ん
で
い
る 。

祭
神
は
素
斐
鳴
尊
で
あ

る
と
い
う 。

重
郎
右
衛
門
(
秋
元
安
治
宅)

に
あ
る
天
王
様
は 、

い
つ
の
時
代
に
杷
ら
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
が 、

秩
元
家
は
人
見
で
も
古
い
と
さ
れ
る
家
柄
で
あ
る
の
で 、

昔
か
ら
杷
つ

で
あ
っ

た
と
い
う 。

神
棚
に
は

ご

ず

牛
頭
を
頭
上
に
い
た
だ
い
た
牛
頭
天
王
が
杷
ら
れ 、

朝
夕
に
灯
明
が
つ
け
ら
れ 、

拝
ま
れ
て
い
る 。

こ

ま
た 、

除
災
の
神
と
し
て

の
牛
頭
天
王
と
は 、

も
と
は
イ
ン
ド

の
国
の
祇
園
精
舎
の
守
護
神
で
あ
り、

信
仰
さ
れ
た 。

秋
元
家
で
は 、

毎
年
旧
暦
六
月
七
日
の
祭
日
に
町
内
の
人
た
ち
を
招
い
て
祭
礼
を
行
な
っ

て
い
る 。

こ
の
習
し
は
代
々
続
け
ら
れ
て
い
る 。

今
の
社
は
古
く
な
り、

い
た
み
も
激
し
く
な
っ

た
の
で 、

の
寄
進
等
に
よ
っ

て
昭
和
三
六
年
に
再
建
さ
れ
た 。

善
次
郎
(
守
忠
雄
宅)

の
天
王
様
も 、

い
つ
の
こ
ろ
か
ら
の
創
杷
か
は
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い 。
こ

の
天
王
様
は
石
造
の
お
宮
で
稲
荷
様
と
併
せ
て-
杷
つ

で
あ
る 。

家
人
の
話
に
よ
る
と 、

前
に
漁
業
を
し
て
い
た
こ
ろ
は
海
の
安
全
と
大
漁
を
祈
っ

て
守
家
代
々
崇
敬

し
て
き
た
と
語
り、

家
で
作
っ

た
ナ
ス
や 、

き
ゅ
う
り
の
初
も
の
は 、

社
に
上
げ
て
か
ら
い
た
だ
く
と

も
い
う 。

こ
の
よ
う
に
し
て
天
王
様
信
仰
は
広
ま
り、

毎
年
六
月
ご
ろ
田
植
の
終
わ
っ

た
と
き
に 、

町
内
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な
な
て
ん
の

う

内の
人
々
が一
緒
に
なっ
て
「
七
天
王
詣
り」
と
いっ
て 、
朝
か
ら
近
在の
天
王
様
を
歩い
て
お
詣
り

す
る 。
家
内
安
全 、
無
病
息
災
を
祈っ
て一
日
を
楽
し
く

過ご
し 、
一
時
は
盛
況の
時
代
も
あっ
た。

こ
の
天
王
様
詣
り

は
敬
神
は
も
と
よ
り 、

村の
人
々
の
和
とレ
ク
リェ
ー

シ
ョ

ン
を
兼
ね
た
行
事で
も

あっ
た。

弁
財
天
(
弁
天
様)

祭
神
は 、
七
福
神の
な
か
の
神
で
琵
琶
を
持っ
て
い
る
弁
天
様で 、
弁
財 、
福
徳 、
知
恵
を
授
け
て

く
れ
る
神
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る 。
も
と
は
水の
神
と
し
て
神
格
化
さ
れ
た
神
様
で 、
全
国
に
有
名
な

安
芸の
宮
島の
厳
島
神
社
に
も
水の
神
と
し
て
杷っ
て
あ
る 。

古
来 、
農
耕
に
は
潅
甑
用
水
と
し
て
池
や
堰
が
作
ら
れ 、
海
上
交
通
に
は
水
路
守
護の
神
と
し
て 、

そ
れ
ぞ
れ
神
徳が
た
た
え
ら
れ 、
信
仰
さ
れ
て
き
た。

人
見
字
堰
下の
池
に
は 、
一
O
坪
余の
処
に
弁
天
様
が
杷
ら
れ
て
い
た。
こ
の
上
の
処
に
古
く
か
ら

堰
が
あっ
た
と
伝
え
ら
れ 、
小
字の
地
名
か
ら
当
時の
事
が
偲
ば
れ
る 。
こ
の
堰
を
守
り 、

水の
守
護

神
と
し
て 、
村人
が
五
穀
豊
穣
を
祈
念し
て
弁
天
様
を
杷っ
て
信
仰
し
て
い
た
事
が
思い
お
こ
さ
れ
る 。

こ
の
石
造
に
は
弁
財
天
と
あっ
て 、
明
治二
四
年三
月一
五
日
再
建
と
刻
ま
れ
て
い
る
の
で 、
古
く
か

ら
間
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る 。

昭
和
四
五
年
に
土
地
改
良
が
施
行
さ
れ
た
の
で 、
青
蓮
寺の
境
内
に
移
建
さ
れ
た。

杷つ
で
あっ
た
土
地
は人
見の
区
有
地
と
し
て
永
ら
く
管
理
さ
れ
て
い
た
が 、
昭
和
四
四
年に
処
分

さ
れ 、
人
見
青
年
館の
建
設
資
金の一
部
と
し
て
使
用
さ
れ
た。

牛
頭
天
王

善
次
郎
の
天
王
様
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地
蔵
菩
薩
(
地
蔵
様)

「
お
地
蔵
さ
ん」
と
呼
ん
で
唄
や
劇
に
出
て
く
る話
し
は
古
く
か
ら
あ
り 、

広
く
信
仰
さ
れ
て
い
る 。

こ
の
地
蔵
は
地
蔵
菩
薩
と
い
い 、
寺
院の
境
内 、
道
端
に 、
時の
流
れ
を
見
守
る
か
の
よ
う
に
建
立

さ
れ
て
い
る 。
こ
の
信
仰
は
平
安
時
代
に
お
こ
り 、

江
戸
時
代
に
盛
ん
に
な
り 、

今
日
に
及
ん
で
い
る

み

ろ
く
ぼ

さ
つ

お
釈
迦
様
が
入
滅の
後 、
弥
勤
菩
薩の
出
生
す
る
ま
で
の
問 、
無
仏
の
世
界

の
で
あ
る 。
地
蔵
様
は 、

に
住
し
て 、
六
道の
衆
生
を
仏
道
に
向
わ
せ
て
く
れ
る
仏
で
あ
る
と
い
わ
れ 、
俗
に
死
後の
児
童
を
婁

の
河
原
で
お
救い
し
て
く
れ
る
菩
薩
と
もい
う 。

人
見
に
も 、
何ヵ
所
か
に
地
蔵
様
が
杷つ
で
あ
る
が 、
土
地
区
画
整
理
事
業の
施
行
に
よっ
て 、
青

蓮
寺
境
内
地
に
移
し
杷っ
た
もの
も
あ
る 。
こ
の
な
か
に 、
前
畑
に
は
幾
体
か
の
地
蔵
様
が
あ
り 、

古

い
の
は
元
禄
時
代の
もの
も
あっ
て 、
境
内の
万
霊
塔
に
杷つ
で
あ
る 。
ま
た、
正
門の
処
に
は
大
き

な
石
造
地
蔵
が
あ
る
が 、
こ
れ
に
は
寛
政
九
丁
巳
歳
(一
七
九
七)
願
主
村
行人
講
中 、
村
役人
中 、

八
郎
右
衛
門
と
記
さ
れ 、
さ
ら
に
故人
の
名
前
と
何人
か
の
願
主
が
刻
ま
れ
て
い
る 。
村人
が
祖
先
を

敬い 、
故人
の
供
養
を
し
村の
平
和
を
祈っ
た
の
が
伺
わ
れ
る 。
こ
の
よ
う
に
地
蔵
様
は 、
人
々
の
病

気
を
治
し 、
あ
ら
ゆ
る
願い
ご
と
を
叶
え
て
く
れ
る
と
い
う
あ
り

が
た
い
仏
さ
ま
と
し
て 、
今
日
ま
で

も
厚ノ〈
信
仰
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る 。

み

う
ち

ふ
だ
ぶ
ち

毎
年 、
春
秋の
彼
岸
に
は 、
そ
の
年
に
亡
く
なっ
た人
の
供
養
に 、
身
内の
人
が
「
符
打」
と
呼
ん

で 、
寺
院
よ
り
「
護
符」
を
受
け 、
近
くの

地
蔵
様
に
お
参
り
し 、

護
符
を
貼っ
て
故人
の
冥
福
を
祈

っ
て
い
る 。

財

弁

天

青
蓮
寺
の
地
蔵
様
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六
地
蔵

青
蓮
寺
境
内
に
あ
る六
地
蔵
も 、
昭
和
四
七
年の
小
糸
川
災
害
復
旧
助
成
改
修
工
事
に
よっ
て
移
建

さ
れ
た
もの
で 、
前
は
現
在の
中
橋の
川
岸
に
杷
ら
れ
て
い
た。
明
治
四
三
年
二
月一
五
日
に
守
勇
吉

建
立
と
あ
る 。

六
地
蔵
は
仏
教の
な
か
で 、
六
道の
そ
れ
ぞ
れ
に
現
わ
れ
て 、
衆
生
を
救
う

地
蔵
菩
薩
で
あっ
て 、

普
通
は
六
体
を
並べ
て
安
置
さ
れ
て
い
る
の
が
多い 。
こ
の
地
蔵
は 、
六
体
を一
緒
に
彫っ
て
杷っ
た

石
造
り
で
あ
る 。

毎
年 、
八
月二
四
日
の
「
う
ら
ぼ
ん」
に
な
る
と 、
念
仏
講の
人
た
ち
が
集
まっ
て 、
海・
川
で
亡

く
なっ
た人
と 、
身
寄
り

の
な
い
「
無
縁
仏」
の
霊
を
慰
め 、
供
養
を
施
し
て
い
る 。
以
前
に
は 、
海

-
川
岸
に
地
蔵
様
を
杷っ
て
あっ
た
所
で
行
なっ
て
い
た
が 、
現
在
は
境
内
に
杷つ
で
あ
る
の
で 、
本

堂
で
地
蔵
様の
あ
る
方
角
に
向
かっ
て
坐
り 、

供
養
を
し
て
い
る 。

薬
師
堂
と
薬
師
如
来

薬
師
如
来
は 、
薬
師
さ
ま
と
呼
ば
れ
各
地
に
杷
ら
れ 、
昔
か
ら
深
く
信
仰
さ
れ
て
い
る 。
本
尊
は
多

ぞっこ

しゅじよう

く
は
薬
壷
を
もっ
て
衆
生
(
総
て
の
生
き
物)
の
病
苦
を
救っ
て
く
れ
る
仏
で 、
奈
良
に
あ
る
薬
師

寺
は 、
飛
鳥
時
代の
天
武
天
皇の
こ
ろ
に
建
て
ら
れ 、
全
国
に
そ
の
名
が
知
ら
れ
広
く
信
仰
さ
れ
て
い

る 。
青
蓮
寺
に
も
古い
薬
師
如
来
像
が
安
置
さ
れ
て
い
る 。
こ
の
如
来
像
は 、
前
に
は人
見
字
前
畑の

地
に
薬
師
堂
と
共
有
墓
地
が
あ
り 、

そ
の
堂
内
に
杷つ
で
あっ
た
もの
を
土
地
区
画
整
理
事
業
に
よっ

て
青
蓮
寺
に
移
し
た。
堂
は
古
く
て
解
体
さ
れ 、
墓
地
は
組
合の
計い
に
よ
り

境
内の
霊
園
に
改
葬
さ

れ
た。

亡く なった人の供養に身内の人が行なう「符打」
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本
尊
は
江
戸
の
中
期
ご
ろ
の
作
と
い
え
る 。

薬
師
堂
は
い
つ
建
て
ら
れ
た
か
詳
し
く
は
わ
か
ら
な
い
が 、

人
見
に
残
っ

て
い
る
絵
図
面
(
寛
文
年

間

一

六
六
五
ご
ろ)

に
薬
師
堂
が
画
か
れ
て
い
る
し 、

天
保
六
年
二
月
に
は
堂
守
の
法
師
が
い
た
こ

と
が
青
蓮
寺
過
去
帳
に
記
さ
れ
て
い
る 。

ま
た 、

堂
の
前
に
あ
っ

た
共
有
墓
地
に
地
蔵
様
が
数
多
く
あ

ほ
ん
れ
L
と
う

り、

元
禄
時
代
ご
ろ
の
石
仏
が
あ
っ

て 、

高
霊
塔
と
し
て
納
め
ら
れ
て
い
る 。

明
治
七
年
一

月
に
は 、

人
見
校
が
開
設
さ
れ
て
い
る
の
で 、

大
き
な
堂
で
あ
っ

た
と
考
え
ら
れ
る 。

こ
の
後
に
再
建
さ
れ
た
堂
は
昭
和
一
一

年
に
念
仏
講
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で 、

建
て

坪
が

二
一
坪
ぐ
ら
い
の
ト
タ
ン
葺
き
平
屋
で
あ
り、

薬
師
様
を
杷
つ

で
あ
っ

た 。

戦
前
に
は
こ
の
堂
と

広
場
が
子
供
や
若
人
た
ち
の
会
合
の
場
所
と
し
て
よ
く
使
わ
れ
た
も
の
で
あ
る 。

戦
後 、

間
も
な
く
住

宅
と
し
て
何
組
か
の
人
々
が
住
ん
だ
り、

小
糸
川
の
改
修
工
事
や 、

昭
和
四
三
年
ご
ろ
行
な
わ
れ
た
人

見
土
地
改
良
の
施
工
業
者
の
作
業
員
宿
舎
と
し
て
使
わ
れ
た 。

不
動
明
王
(
不
動
尊)

一

般
に
は
不
動
さ
ま
と
呼
ば
れ 、

成
田
山
の
不
動
明
王
は
全
国
に
知
ら
れ 、

古
く
か
ら
広
く
信
仰
を

集
め
て・
お
り、

各
地
に
杷
ら
れ
て
い
る 。

不
動
明
王
と
は 、

十
三
仏
の
う
ち
唯
一

人
の
明
王
で
あ
り、

明
王
は
大
日
様
の
化
身
で 、

な
か
な
か

ふ
ん
向

仏
を
信
じ
な
い
衆
生
(
人
々
)

も
含
め
て
救
う
た
め 、

仮
り
に
念
怒
の
姿
を
現
わ
し
て
い
る 。

し
か
し 、

内
心
は
慈
悲
に
満
ち
て
お
り、

精
霊
は
も
ち
ろ
ん 、

人
々
に
商
売
繁
昌
等 、

こ
の
世
の
ご
利
益
を
授
け

い
わ
く
ら

て
く
れ
る
と
い
う
本
尊
で
あ
る 。

明
王
は
右
手
に
降
魔
の
剣
を
持
ち 、

背
に
大
火
焔
を
背
負
い 、

岩
座

と
い
っ

て
岩
の
上
に
坐
し 、

お
つ
き
の
使
者
と
し
て
八
大
童
子
が
い
る
が 、

普
通
は
「
こ
ん
が
ら」
「
せ
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い
た
か
」

二
童
子
が
前
立
ち
に
な
っ

て
い
る 。

不
動
信
仰
は 、

庶
民
の
日
常
生
活
に
密
着
し
た
現
世
利
益
の
上
に
な
り
た
っ

て
い
る 。

そ
れ
は
不
動

明
王
に
祈
祷
を
捧
げ
る
こ
と
で 、

多
く
は
護
摩
供
養
に
よ
る
功
徳
の
積
み
重
ね
を
意
味
し
て
い
る
と
い

う
山
下
の
波
切
不
動
様

人
見
神
社
の
山
の
下
の
今
の
ポ
ン
プ
場
の
処
に
永
ら
く
杷
ら
れ 、

人
々
の
信
仰
を
集
め
て
い
た 。

昭

和
四
七
年 、

新
日
織
の
送
水
管
工
事
に
よ
り、

青
蓮
寺
の
境
内
に
移
し
杷
ら
れ
た 。

石
塔
の
表
に
は
不

動
明
王
が
刻
ま
れ 、

明
治
=一
三
年
旧
八
月
と
あ
る 。

波
切
不
動
様
は 、

弘
法
大
師
が
唐
(
中
国)

に
渡
っ

た
時
に
台
風
に
遇
っ

て
船
が
沈
み
そ
う
に
な
っ

た
の
で 、

自
ら
お
彫
り
に
な
っ

て
御
祈
祷
し
て
難
を
免
か
れ
た
と
い
う
こ
と
で
有
名
で
あ
る 。

古
老
の
云
う
に
は 、

海 、

川
の
安
全
を
祈
っ

て
漁
師
た
ち
が
不
動
様
を
紀
っ

た
と
い
い 、

漁
舟
の
舟

着
場
と
し
て
使
わ
れ
た
処
で
も
あ
る 。

明
治
四
三
年
の
人
見
山
の
が
け
崩
れ
の
と
き
に
は 、

不
動
様
だ

け
は
埋
ま
ら
ず
に
す
ん
だ
と
語
ら
れ
て
い
る 。

御
巌
神
社

木
曽
の
御
撮
神
社
の
分
社
が 、

人
見
の
馬
込
九

二一
番
地
に
建
立
さ
れ
た
の
は 、

昭
和
二
年
三
月白一

四
日
で
あ
る 。

神
社
の
敷
地
は 、

貞
元
村
中
富
の
斉
藤
吉
郎
兵
衛
が
寄
贈
し
た
も
の
で
あ
る 。

同
氏
は
米
穀
肥
料
商

を
営
み 、

苦
労
し
て
財
を
な
し
た
人
だ
っ

た
が 、

人
望
も
あ
り、

御
獄
神
社
の
熱
心
な
信
者
で
あ
っ

た 。

波切不動様
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そ
の
吉
郎
兵
衛
が
商
売の
か
た
わ
ら人
見
に
も
御
獄
講
をつ
く
り 、

講
社
を
拡
張
し
て 、
神の
ご
加
護 、

ご
利
益
に
あ
や
か
ら
せ
た
い
と 、
日
夜 、
東
奔
西
走
し
た
の
で
あ
る 。

こ
う
し
た
吉
郎
兵
衛の
努
力
と
指
導
に
よっ
て 、
数
年
も
た
た
ぬ
う
ち人
見
区
内の
大
半
が
講
中
と

な
り 、

御
巌
神
社
を
崇
拝
す
る
よ
う
に
なっ
た。
そ
し
て 、
大
和田 、
中
野 、
大
堀 、
飯
野 、
吉
野
方

面か
ら
も
多
く
の
信
者
が
参
集
す
る
よ
う
に
なっ
た。
そ
こ
で
吉
郎
兵
衛
は 、
人
見
に
御
巌
神
社の
建

立
を
志
し 、
講
中の
な
か
か
ら一
O
数
名の
世話
人
を
選
ん
で
昼
夜
を
問
わ
ぬ
会
合
を
重
ね
た。

そ
の
結
果 、
建
立
の
計
画
が
ま
と
ま
り 、

具
体
化
す
る
こ
と
に
なっ
た。
神
社
建
設
の
敷
地
は
吉
郎

兵
衛
が
自
分の
所
有
地
の一
部
を
提
供
し 、
資
金
は
吉
郎
兵
衛
を
初
め 、
世話
人、
関
係
講
者の
寄
附

金
で
賄
う
こ
と
と
な
り 、

大
正一
五
年の
春 、
着工
に
踏
み
きっ
た。
そ
し
て 、
さ
ま
ざ
ま
な
苦
労
を

伴い
な
が
ら
も
昭
和
二
年三
月 、
み
ご
と
に
完
成
し
た
の
で
あ
る 。

開
山
式
の
当
日
に
は 、
吉
郎
兵
衛
に
よ
る
N

湯
立
てd
の
儀
式
が
行
な
わ
れ
る
こ
と
に
なっ
た。
こ

の
珍
し
い
儀
式
が
評
判
に
な
り 、
こ
れ
を
見
物
し
よ
う
と
近
郷
近
在
よ
り

多
く
の
善
男
善
女
が
参
詣
に

つ
め
か
け
た。
神
社の
境
内
は
満
員の
盛
況
で
あっ
た
と
い
う 。

グ
湯
立
てd
の
儀
式
と
い
う
の
は 、
社
前の
周
囲
に
紅
白の
幕
を
張
り

め
ぐ
ら
し 、
四
方
に
青
笹
を

立
て
て
〆
縄
を
張
り 、

そ
の
中
央
に
大
釜
いっ
ぱ
い
の
湯
を
沸
騰
さ
せ
る 。
湯
が
沸
く
と
そ
の
前
で
し

ば
ら
く
祈
祷
し 、
熊
笹で
沸
騰
し
た
湯
を
頭
上
か
ら
浴
び
る
と
い
う
荒
行で
あ
る 。
こ
の
荒
行
に
講
者

を
は
じ
め
参
詣
者
は
た
だ
驚
嘆
す
る
ば
か
り
で
あっ
た
が 、
吉
郎
兵
衛
は
火
傷
ひ
とつ
し
な
かっ
た。

ま
た、
こ
の
湯
立
て
の
儀
式
に
使っ
た
薪の
残
り

炭
を 、
参
詣
に
来
た人
々
は
皆 、
一
片
ずつ
持
ち
帰

り 、
門の
柱
や
玄
関
な
ど
に
吊
る
し
て 、
火
難の
防
除
と
家
内
安
全 、
五
穀
豊
穣
を
祈っ
た。
こ
れ
は

現
在
も
な
お
引
き
継
が
れ
て
い
る 。

社
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神様御



こ
の

グ
湯
立
て
d

の
儀
式
は 、

開
山
以
来 、

絶
え
る
こ
と
な
く
先
達
に
引
き
継
が
れ 、

現
在
も
毎
年

三
月
一

四
日
の
祭
礼
に 、

社
前
に
お
い
て
執
り

行
な
わ
れ
て
い
る 。

O
日 、 な

お 、

斉
藤
吉
郎
兵
衛
が
神
社
の
敷
地
と
し
て
提
供
し
た
土
地
は
六
七
・

五
坪 。

昭
和
八
年
九
月
三

長
男
の
斉
藤
栄
作
か
ら
御
巌
神
社
に
寄
贈 、

登
記
さ
れ
て
い
る 。

く
に
と
こ
た
ち
の
み
こ
と

く
に

さ
づ

ち
の
み
こ
と

と
よ
く
ん
む
の
み
こ
と

御
撮
神
社
の
祭
神
は 、

国
常
立

尊 、

国
挟
槌
尊 、

豊
劃
停
尊
で 、

昭
和
二
年
三
月
一

八
日
に
奉
遷

し
て
い
る 。

歴
代
先
達
は
次
の
と
お
り。

初
代

二
代

四
代

脇
座

《
御
獄
神
社
歴
代
先
達》

神
明
大
神

清
心
霊
神

二
代

賓
清
霊
神

賓
覚
霊
神

真
清
霊
神

五
代

神
徳
霊
神

脇
座

六
代

七
代

徳
明
霊
神

照
山
霊
神

照
覚
行
者

浜
川
神
社
(
厄
神
様) 斉

藤
吉
郎
兵
衛
師

磯
員
仙
次
郎
師

石
井
長
吉
師

守

平
蔵
師

吉
浜
善
蔵
師

沼
田
清
次
師

守

文
七
師

石
川
真
一

郎
師

斉
藤

貫
師

文
久
・

慶
応
の
こ
ろ 、

こ
の
あ
た
り
の
村
一

帯
に
悪
疫
が
流
行
し 、

老
若
男
女
を
問
わ
ず
多
く
の
人
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た
ち
が
次々
と
死
亡
し
た。
現
在の
よ
う
に
医
療
が
発
達
し
て
い
ない
時
代
で
あ
り 、
な
す
すべ
も
無

く 、
た
だ
た
だ
神
仏
に
す
が
る
よ
り

外
に
手
段
は
な
かっ
た。
そ
の
こ
ろ
江
戸
大
森
海
岸
に
浜
川
神
社

と
いっ
て 、
厄
払い 、
悪
魔
払い
の
ご
利
益
で
評
判の
高い
神
社
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り 、

海
岸
地
帯

唯一
の
交
通
機
関
で
あ
る
漁
船
で
東
京
湾
を
渡っ
て
詣
で 、
ひ
た
す
ら
疫
病
払い
と
家
内の
安
全
を
願

っ
た。
そ
ん
な
状
態
が
何
年か
続い
て
い
る
う
ち 、
悪
疫
は
し
だ
い
に
下
火に
なっ
て
いっ
た。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら 、
後
年 、
有
志の
人
た
ち
が
図
り 、

人
見
に
浜
川
神
社の
分
社
を
建
立
す
る
こ

と
と
な
り 、

後
記の
人
た
ち
の
努
力
に
よっ
て 、
人
見
二一
九
四
番
地
に
現
在の
厄
神
社
が
建
立
さ
れ

た。
そ
の
後 、
地
元の
人
見の
信
者
に
よっ
て
厄
神
講
がつ
く
ら
れ 、
毎
年 、
町
内ご
と
に
回
り

番で

宿
と
な
り 、

講
者
が
集っ
て
祈
祷
を
し 、
厄
払い
と
家
内の
安
全
を
祈っ
た。
そ
の
宿
に
当
たっ
た
家

で
は 、
御
馳
走
を
振
舞
う
風
習
と
な
り 、

現
在
ま
で
伝
え
続
け
ら
れ
て
い
る 。

ま
た、
毎
年一
O
月
二
四
日
に
祭
礼
が
行
な
わ
れ
て
お
り 、

前
夜
祭で
あ
る
二
三
日
の
晩
に
は 、
近

郷
近
在
よ
り

善
男
善
女
が
参
詣
に
集
ま
り 、

社
前の
広
場
や
道
路の
両
側
に 、
そ
の
時
代
を
と
ら
え
た

ぢ

ぐ
ち
あ
ん
ど
ん

川
柳
入
り

の
イ
ラ
ス
ト

を
描い
た
地口
行
灯
が
数
多
く
立
ち 、
屋
台
庖
が
な
ら
び 、
夜
を
徹
し
て
盛
況

を
呈
し
た
もの
で
あ
る 。

大
正・一
四
年 、
行
政
上
そ
の
他
の
事
情
か
ら 、
人
見
と
神
門
に
分
離
し
た。
そ
の
こ
ろ
に
前
後
し
て 、

厄
神
社
も人
見の
青
蓮
寺
境
内
に
あっ
た
公
会
堂
内
に
分
社
さ
れ
た。

こ
う
し
た
経
緯
か
ら 、
人
見の
講
者
は 、
祭
事の一
切
を
分
社
し
た
公
会
堂
内の
厄
神
社
で
行
な
う

よ
う
に
なっ
た。
し
か
し 、
青
蓮
寺の
整
備
に
当
たっ
て 、
同
寺
境
内
に
あっ
た
公
会
堂
が
道
路
を
は

さ
ん
だ
反
対
側の
山
下
八
五
三
|

五へ
移
転
し
た。

そ
の
後 、
昭
和
四
五
年
に
青
蓮
寺
境
内
に
青
年
館
が
新
し
く

建
設
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り 、

老
朽
化
し
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て
い
る 。

た
公
会
堂
は
解
体
撤
去
す
る
こ
と
と
なっ
た。
」
れ
に
伴っ
て 、
厄
神
社
も
移
さ
れ 、
現
在
に
い
たっ

な
お 、
本
社の
浜
川
神
社へ
は 、
い
ま
だ
に
毎
年二
月二
三
日 、
人
見
と
神
門の
両
者
が一
緒
に
な

っ
て 、
大
型パ
ス
を
借
り

切っ
て
参
拝
を
続
け
て
い
る 。

祭
神 神

社
に
は
次の
よ
う
な
記
録
が
残
さ
れ
て
い
る 。

す
き
の

お
の
み
こ
と

素
蔓
鳴
尊

奉
遷

に
奉
遷
す 。 明

治二
四
年
七
月二
四
日 、
武
蔵
国
荏
原
郡
字
浜
川
鎮
座
浜
川
神
社
厄
神
大
神の
分
魂
を人
見

浜
川
神
社々
掌

発
起人

世人. 話
見 人秋

元
久
三
郎

白
井
和
吉

白
井
辰
五
郎

白
井
源
蔵

石
井
源
三
郎

守
市
五
郎

大
野
兼
太
郎

佐
野
庄
太
郎
(
所
左
衛
門)

守

八
郎
(
八
郎)

石
井
源
次
郎
(
源
吾)

神
門

白
井
角
次
郎

斉
藤

席i周
松王 蔵

天
笠

白
井
初
五
郎

白
井
清
吉

白
井
和
吉

画書上士---， ---，作 画
とい 方t雪ー っ こ 地
い た で見富て と 口

つ行はに 土い わ
し 燈 口L来 、 うざ

よ 。 合fた 二し ゃ
に 多とか鷹正平成
書くい 三i 、 れ語
い は つ谷や三 。な
て神た舟百茄年 ど
路社 。」 子び に
傍の地と」 ょ

に祭 口 い を く
立礼行うも 似

て な燈な じ た
る どはど っ 発

。の 「 。て 音
と地 の
き 口 文

に」 句
戯を を
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平
野
藤
次
郎

平
野
小
三
郎

大
宮
神
社

お
お
み
や
ひ
め
の
み
こ
と

う
け
も
ち
の
か
み

大
宮
姫

命 、

保
食

神 、
う
が
の
み
た
ま
の
み
こ
と

倉
稲
魂

命
の
三
神
が
杷
っ

N
大
宮
さ
まd

と
呼
ん
で
い
る
こ
の
神
社
は 、

て
あ
る 。

い
つ
ご
ろ
に
創
建
さ
れ
た
か
わ
か
ら
な
い
が 、

久
保
に
あ
る
大
宮
神
社
は
元
禄
の
こ
ろ
の
創
建
と
い

わ
れ
て
い
る 。

人
見
に
「
大
宮
台」

と
い .
う
名
が
残
っ

て
い
る 。

文
字
ど
お
り
こ
こ
に
杷
つ

で
あ
っ

た
社
を 、

昭
和

一

O
年
八
月 、

近
く
の
高
徳
宅
の
屋
敷
の
一

角
に
移
建
し
た 。

こ
の
社
は 、

約
五
坪
余
の
も
の
で 、

内
の
集
会
所
を
兼
ね
て
い
た 。

祭
礼
は 、

毎
年 、
一

O
月
一

七
日
に
行
な
っ

て
い
た
が 、

そ
の
後 、

一

年
四
月
に
現
在
の
地
に 、

再
度 、

移
建
し 、

今
は
町
内
の
人
々
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ
て
い
る 。

‘= 

淡
島
神
社
(
あ
わ
し
ま
様)

周
西
幼
稚
園
北
側
の
山
の
下
に 、

江
戸
時
代
に
こ
の
地
を
治
め
た
小
笠
原
兵
庫
の
陣
屋
が
あ
っ

た 。

こ
の
陣
屋
と
の
関
係
は
定
か
で
な
い
が 、

山
裾
に
小
さ
な
お
宮
が
あ
る 。

守
治
郎
右
衛
門
(
守
喜
一
)

す
〈
な
ひ
-
』
な
の
か
み

に
よ
っ

て
守
ら
れ
て
い
る 。
こ

の
宮
を
淡
島
神
社
と
い
う 。

祭
神
は 、

少
彦
名
神
で
あ
り、

婦
人
病
に

霊
験
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る 。

和
歌
山
市
に
あ
る
加
太
神
社
の
俗
称
で
あ
り、

」
の
神
社
は
全
国
に
よ

く
知
ら
れ
て
い
る 。

ま
た 、

冬
に
な
る
と 、

そ
の
年
に
使
っ

た
針
を
納
め
て
供
養
す
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
神
社
で

あ
る 。

町五

社
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守
氏
の
話
に
よ
る
と 、

い
つ
ご
ろ
の
創
建
か
よ
く
わ
か
ら
な
い
け
れ
ど 、

か
な
り

古
い
も
の
ら
し
い 。

山
崩
れ
に
よ
っ

て
倒
壊
し
た
こ
と
も
あ
り、

何
回

も
再
建
さ
れ
た
と
い
う 。

今
は 、

稲
荷
様
を
併
杷
し

て
あ
る 。

太
右
衛
門
の
不
動
様

周
西
幼
稚
園
の
前
に
新
日
鎖
社
宅
に
通
ず
る
昔
か
ら
の
山
道
が
あ
る 。

こ
の
道
の
中
腹
に 、

古
く
か

ら
不
動
明
王
が
杷
ら
れ
て
い
る 。

地
元
の
人
々
は 、
「
太
右
衛
門
(
た
え
む)

の
不
動
様」

と
呼
ん
で

信
仰
し
て
き
た 。

今
の
本
尊
は
石
造
で 、

高
さ
五
0
セ
ン
チ
余
の
像二
体

と 、

お
つ
き
の
使
者
で
あ
る

「
せ
い
た
か 、

こ
ん
が
ら
童
子」

が
杷
つ

で
あ
る 。

文
政
一

二
年
(
一

八
二
九)

巳
六
月
六
日
に
信
者

お
堂
の
脇
に
立
派
な
「
お
瀧」

が
造
ら
れ 、

に
よ
っ

て
寄
進
さ
れ 、

明
治

二ハ
年
八
月
一

五
日
に
は 、

奉
納
さ
れ
た 。

こ
の
お
堂
も
明
治
四
三
年
の
山
崩
れ
に
よ
っ

て 、

総
て
が
押
し
流
さ
れ
て
し
ま
っ

た 。

し
か
し
そ
の
後 、

信
者
に
よ
っ

て
再
建
さ
れ 、

五
坪
余
の
堂
を
建
て 、

お
瀧
も
修
復
さ
れ
た 。

今 、

管
理
し
て
い
る
佐
野
宅
の
話
に
よ
れ
ば 、

明
治 、

大
正
の
こ
ろ
ま
で
毎
年
旧
暦
二
月
二
八
日
の

一

晩
中
賑
か
に
過
ご
し
た
と
い
う 。

こ
の
夜
は
不
動
明
王
の
赤

命
日
に
は
近
在
の
人
々
が
参
詣
し
て 、

のι
ほ
り

い
臓
を
立
て 、

多
く
の
行
灯
に
火
が
灯
さ
れ
て 、

そ
の
風
景
は
見
ご
た
え
の
あ
る
も
の
だ
っ

た 、

こ
の
お
堂
に
「
お
篭
り

」

し
て
祈
願
す
る
人
々
も
あ
っ

た
そ
う
だ
が 、

っ
て
い
る 。

ま
た 、

こ
の
不
動

明
王
堂
も
古
く
な
っ

て 、

昭
和
三
六
年
ご
ろ
と
り
こ
わ
さ
れ
て
今
に
い
た
っ

て
い
る 。

そ
の
こ
ろ
に
山

頂
が
け
ず
ら
れ
て
君
津
製
織
所
の
社
宅
が
で
き
た
の
で 、

お
瀧
の
水
も
出
な
く
な
っ

て
し
ま
っ

た 。

お
瀧
の
水
は 、

山
肌
か
ら
出
る
湧
き
水
で 、

水
道
が
で
き
る
ま
で
の
永
い
問 、

佐
野
家
で
は
パ
イ
プ

を
配
し
飲
料
水
と
し
て
使
用
し
て
い
た 。

こ
の
お
瀧
の
水
は
冷
た
く 、

夏
の
暑
い
と
き
は
よ
く
子
供
た

と
語

太右衛門の不動様
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ち
が
飲
み
に
いっ
た
もの
で
あ
る 。

こ
の
よ
う
に
不
動
様
は 、
代々

、
佐
野
家
に
よっ
て
管
理
さ
れ
て
い
る
が 、
同
家
に
は 、
お
堂
に
杷

つ
で
あっ
た
鏡
が
保
管
さ
れ
て
い
る 。
」
れ
は
昔
か
ら
あっ
た
も
の
ら
し
く 、
「
藤
原
光
長」
の
銘
が

記
さ
れ
て
い
る 。

西
向
き
の
地
蔵
様

大
宮
神
社の
脇
に 、
等
身
大の
古い
石
造の
地
蔵
さ
ま
が
杷つ
で
あ
る 。

こ
の
地
蔵
は 、
「
貞
享
元
年
(一
六
八
四)
甲
子
九
月 、
人
見
村 、
念
仏
講
仲
間 、
表
右
衛
門」
他

一
四人
に
よっ
て
作
ら
れ
た
と
刻
ん
で
あ
る 。
普
通 、
地
蔵
は
北
向
き
が
多い
が 、
西
向
きの
地
蔵
は

少
な
い 。
当
時の
人
々
が
悪
病
と
た
た
か
い 、
亡
く
なっ
た
子
供
た
ち
の
供
養
と 、
村の
無
病
息
災
を

祈っ
て 、
西
向
き
に
建
立
し
た
もの
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る 。

ま
た
「い
ぼ」
の
な
お
る
地
蔵
と
もい
わ
れ
た。
こ
れ
は
ま
じ
な
い
か
ら
き
た
もの
で 、
地
蔵
様
に

あ
げ
た
線
香の
灰
を
「い
ぼ」
につ
け
て
お
詣
り

す
る
と
効
果て
き
め
ん 、
い
ぼ
が
と
れ
る
と
い
う
こ

と
で
参
詣
す
る人
も
多
かっ
た。

な
ぷ
古
老の
話
に
よ
る
と 、
大
正
初
期
ご
ろ
ま
で
右
記の
地
蔵
さ
ま
の
近
く
に
約
五
坪
ぐ
らい
の
地

蔵
堂
が
建っ
て
い
て 、
子
供の
遊
び
場
で
あっ
た
と
い
う 。
こ
の
地
蔵
堂
の
な
か
に
は
木
像の
地
蔵
様

が
あ
り 、

現
在
は
青
蓮
寺に
移
し
て
紀っ
て
あ
る 。

川
向
の
地
蔵
様
と
馬
頭
尊

人
見の
川
向こ
う
に 、
地
蔵
さ
ま
と
馬
頭
尊
が
杷つ
で
あ
る 。
」
の
両
尊
は 、
土
地
区
画
整
理
事
業

西
向
き
の
地
蔵
様

川 向の地蔵様 (左) と 馬頭尊
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の
施
行
に
伴
い 、

川
向
こ
う
の
町
内
の
人
た
ち
に
よ
っ

て 、

今
の
地
に
移
し
杷
ら
れ
た
も
の
で
あ
る 。

せ
き

前
に
杷
つ

で
あ
っ

た
と
こ
ろ
は 、

川
向
こ
う
の
東
の
地
に
堰
止
め
が
あ
り、

揚
水
場
が
あ
っ

て 、

川
岸
に
古
く
か
ら
杷
ら
れ
て
い
た 。

昔 、

川
で
遊
ん
で
い
て 、

溺
れ
て
亡
く
な
っ

た
子
供
の
供
養
に
建

立
さ
れ
た
と
い
い 、

い
つ
ご
ろ
に
建
立
さ
れ
た
の
か
宇
月
は
刻
ん
で
な
い

。

ま
た 、

」
の
地
蔵
さ
ま
は

歯
痛
止
め
や
頭
を
良
く
す
る
仏
様
と
し
て
地
元
の
人
々
か
ら
敬
わ
れ
て
い
る 。

一

緒
に
杷
つ

で
あ
る
馬
頭
尊
は 、

馬
頭
観
世
音
菩
薩
(
馬
頭
観
音)

で 、

馬
の
保
護
神
と
し
て
江
戸

時
代
に
広
く
信
仰
さ
れ
た 。

古
来
か
ら
馬
は
農
耕
に
使
用
し
て
き
た
の
で 、

供
養
の
た
め
に
建
立
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る 。

こ
の

石
碑
に 、
「
馬
頭
尊 、

安
政
七
年
(
一

八
六
O)

丁
卯
三
月 、

高
橋
清
右
衛
門」

と
記
し
て
あ
る 。

現

在 、

町
内
の
人
た
ち
に
よ
っ

て
管
理
さ
れ 、

花
や
線
香
が
供
え
ら
れ
て
い
る 。

最
近 、

馬
は
ほ
と
ん
ど

姿
を
消
し
た
が 、

昔
も
今
も
そ
の
信
仰
に
変
わ
り
は
な
い 。

. 
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